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序     文 

 

 

独立行政法人国際協力機構は、スリランカ民主社会主義共和国の南部高速道路情報提供システ

ム整備計画にかかる協力準備調査を実施することを決定し、同調査を株式会社オリエンタルコン

サルタンツ／東日本高速道路株式会社共同企業体に委託しました。 

調査団は、平成 24 年 9 月から 12 月までスリランカの政府関係者と協議を行うとともに、計

画対象地域における現地調査を実施し、帰国後の国内作業を経て、ここに本報告書完成の運びと

なりました。 

この報告書が、本計画の推進に寄与するとともに、両国の友好親善の一層の発展に役立つこと

を願うものです。 

終りに、調査にご協力とご支援をいただいた関係各位に対し、心より感謝申し上げます。 

 

 

平成 25 年 4 月 

 

 

独立行政法人国際協力機構 

経済基盤開発部 

部長 三浦和紀 
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要    約 

１ 国の概要 

スリランカ民主社会主義共和国（以下「ス」国という）は、インド半島の南東のポー

ク海峡を隔てて位置し、人口約 2,028 万人(2012 年)の共和制国家である。面積は 65.6

千 km2 で北海道の約 8割の大きさである。 

本計画の対象地域である西部州及び南部州は、年間降雨量が 1875mm 以上の湿潤地帯

であり、4 月～5 月及び 10 月～11 月の 2 回の雨期に降雨量が集中しており、落雷によ

る影響も多く発生している。年平均気温は 27～28℃である。11 月以降から 3 月までは

季節風である北東モンスーンに伴い、1年で最も雨の少ない時期になる。 

国際通貨金（以下「IMF」という）の統計によると、2011 年の国内総生産（以下「GDP」

という）は 525 億ドルであり、鹿児島県とほぼ同じ経済規模である。一人当りの GDP

は 2,558 ドルであり、世界平均のおよそ 25％の水準である。2011 年にアジア開発銀行

が公表した資料によると、1日 2ドル未満で暮らす貧困層は566万人と推定されており、

国民のおよそ 25％を占めている。 

主要な産業は、農業と繊維産業である。主要な農作物として、米、茶、ココナッツ、

天然ゴムなどが生産されている。近年、工業化の進展と共に繊維産業が発達し、衣料品

が最大の輸出品目となっている。古くから「宝石の島」として知られ、ルビー、サファ

イアなどの産出で名高い。 

2004 年 12 月のスマトラ島沖地震による津波では 3万人以上が死亡するなど、経済面

で大きな打撃を受けたが、外国からの資金援助なども含めて国全体として復興、復旧を

果たした。また、2009 年 5 月に政府は反政府武装組織タミル・イーラム解放のトラ（以

下「LTTE」という）の完全制圧と内戦終結を宣言したことにより 2011 年はほぼ 2 倍の

85 万人を超える海外からの観光客数を記録するようになった。 

2012 年は大規模なインフラ開発や観光分野の成長により、2011 年に続いて 8％を超

える経済成長が見込まれている。 

２ プロジェクトの背景、経緯及び概要 

「ス」国では道路輸送が陸上の旅客・貨物輸送の 9割を担い、同国の経済社会活動に

おいて極めて大きな役割を果たしている。近年、同国の堅調な経済成長を背景に自家用

車保有台数の伸び率が年間 5.7%（大型車 5.6%）と著しく急増している。このため、コ

ロンボを中心とした主要な都市部では慢性的な交通渋滞が発生しており、交通環境の悪

化が懸念される状態である。 

こうした状況下、南部高速道路（以下「SEW」という）は、「ス」国初の高速道路とし

て円借款によって建設され、2011 年 11 月にコロンボ～ゴール間（総延長約 96km、4 車
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線）の供用が開始された。併せて有償資金協力附帯プロジェクトによって料金収受、交

通管理、維持管理等、高速道路運営管理の能力強化が図られており、円滑な料金徴収や

交通事故への初動対応、損傷箇所の補修、道路清掃等において整備成果が確認されてい

る。一方で、SEW に直接的・間接的に接続するコロンボ外郭環状道路（以下「OCH」と

いう）およびバンダラナイケ国際空港とコロンボを結ぶコロンボ～カトナヤケ高速道路

（以下「CKE」という）が建設中であり、これらの高速道路の開通によって SEW の交通

量は急激に増加することが予想されており、さらに交通渋滞の発生や、事故処理に伴う

車線規制・通行止め回数の増加が見込まれる。また、現在の SEW には道路交通情報を提

供する手段がないため、渋滞の更なる激化や交通事故の二次被害が発生することが危惧

されている。 

急増する交通需要に対応すべく供用中の SEW における既存システムでは、高速道路利

用者へは緊急時の電話システムとして特別番号（#1969）を利用した電話サービスが導

入されており、Gelanigama 交通管制センターで情報収集の上、確認、応対できる状況

である。また、インターチェンジ付近の本線上やインターチェンジ料金所にカメラ（閉

回路テレビ（以下「CCTV」という）監視カメラ）が設置されており、その付近の交通状

況は監視出来る状況である。これら既存システムを用いても、高速道路の交通量をリア

ルタイムベースで把握出来ないことと、交通情報を提供する手段が無いことのため、高

速道路利用者への的確な道路情報が提供出来ないままの高速道路の運用となっている

ことが上記同様問題となっている。 

さらに、現状では車両通行台数をリアルタイムで把握できていないために、事故発生

時の影響を予測できない状況になっている。このような状況を改善するため、正確な車

両通行台数等の交通状況の把握と、事故発生時に入手した各インターチェンジ間の交通

量等の交通情報に基づく適切な交通規制内容の速やかな決定、高速道路上及び主要なア

クセス道路上への交通規制の迅速な表示、等を行う交通管制システムの整備は喫緊の課

題となっている。またこのような交通管制システムの適正な運用を行える技術者が、現

状では育っておらず、このような技術者の育成も課題となっている。 

以上のような状況を受け、JICA では高速道路全般の運営・維持管理の体制強化を図

るべく、技術協力プロジェクト「高速道路運営管理プロジェクト」や有償勘定研修「高

速道路運営管理研修」を実施してきた。両プロジェクトを通じて、数人の「ス」国研修

生を日本に招いて、高速道路の ITS に係る運用・交通管制・維持管理の基本的なノウハ

ウについて指導を行ってきた。 

このような状況下、本プロジェクトにより ITS、特に交通管制にかかる機材が実際に

導入されることにより、高速道路利用者に対して的確な情報を提供することで、高速道

路としての円滑な交通の実現が期待される。 

３ 調査結果の概要とプロジェクトの内容 

「ス」国からの要請を受けて日本国政府は協力準備調査の実施を決定し、独立行政法
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人国際協力機構（以下「JICA」という）は 2012 年 9 月 2日から 11 月 2 日まで協力準備

調査団を「ス」国に派遣した。調査団は港湾道路省（以下「MOPH」という）、道路開発

庁（以下「RDA」という）および財務計画省と本計画に関する協議を行い、要請内容の

確認、サイト調査、プロジェクト実施体制の確認、機材計画の検討等を行った。帰国後、

調査団は概略設計を実施し、その成果を概略設計報告書(案)としてとりまとめた。JICA

は 2012年 12月 11日から22日まで協力準備調査概要説明調査団を「ス」国側へ派遣し、

成果内容の説明及び協議を行うと共に、運営維持管理体制等の確認を行い、協力対象事

業について合意した。 

これら現地調査および「ス」国側との協議の結果、高速道路上で増加している様々な

事故発生に伴う道路閉鎖や渋滞による影響を最小限に抑えるために、高速道路利用者や

アクセス道路利用者へ情報を提供する交通管制システムを導入し、さらに高速道路の情

報を収集後、迅速かつ正確な状況の把握、提供情報に係る解析処理をすることによって

交通事故等事象発生に伴う交通渋滞の抑制が可能となり、交通事故の減少化や交通の円

滑化に寄与することをプロジェクトの目的とすることとした。 

なお、協力対象事業はSEWおよびその一部のアクセス道路、さらにOCHのインターチェ

ンジの一部のアクセス道路に交通管制に必要な機器を設置する。協力対象事業の機材計

画の概略は表-1 のとおりである。 

表-1 機材計画の概略 

本事業 項 目 内容 数量 

交通管制室： サーバー 

 ワークステーション 

 大画面モニター 

1 式 

1 式 

1 式 

高速道路： 雨量計 

 交通量計測装置 

 可変情報板（門型） 

8 台 

32 台 

16 台 

サービスエリア：交通情報板 2 台 

日本側 

の投入 

交通管制

システム 

アクセス道路：可変情報板（片持型） 8 台 

交通管制室：ウェブサイト用サーバー 1 式 

交通情報の提供（RDA 事務所及びパトロール警察より受信） 1 式 

協力対象事業

の範囲 

商業広告の一般者への普及 1 式 

運営 

「ス」国側 

の投入 

維持管理 新設 ITS 機器関連 1 式 

 

４ プロジェクトの工期及び概略事業費 

本プロジェクトの実施に必要な工期は、実施設計に 3.5 ヵ月、機材調達に 10.5 ヵ月、

計 14 ヶ月である。概略事業費のうち「ス」国側負担経費は概ね 2,294 万円である。(日

本側負担経費は、調達業者契約認証まで非公表) 

５ プロジェクトの評価 

(1) 妥当性 
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1) プロジェクトの裨益対象 

本プロジェクトの直接受益者は、対象区間の通過車両（7,000 台／日）とその利

用者である。また、間接受益者は西部州及び南部州住民 502 万人である。 

2) プロジェクトの目標 

本プロジェクトの目標は、高速道路上での異常事象の発生に伴う道路閉鎖や渋滞

による影響を最小限に抑えるために、いち早く高速道路上の情報収集を行い、高速

道路利用者やアクセス道路利用者へ的確な情報を提供する交通管制システムを高速

道路及びアクセス道路の一部に導入することであり、交通事故の減少化や交通の円

滑化に寄与すると共に地域住民の生活改善や経済発展に貢献する。 

3) 相手国の道路ネットワーク開発計画との整合性 

「ス」国政府が 2010 年に策定した「Vision for the Future」では、道路ネット

ワークの開発や輸送システムの整備の遅れが、国家統合の機会を妨げ、政治不安定

をもたらす課題とされてきた。この策定は、2010 年から 2020 年までの間に最新の

手法で道路ネットワーク全体を改善することによって、モビリティとアクセスの利

便性を向上させ、また旅行時間の短縮と運用コストの低減を実現させ、さらには将

来の経済発展に大きく寄与することとしている。 

本プロジェクトはこれらの計画や戦略に沿っており、国家の上位計画とも整合し

た内容のプロジェクトである。 

4) 我が国の援助政策・方針との整合性 

本プロジェクトで調達する交通管制システムは日本が有する高度な技術に基づく

ものであり、アジア諸国に対するインフラ整備支援を推進して、パッケージ型イン

フラ整備の一環として日本の優れた技術・経験を活用するという、我が国のアジア

経済戦略にも合致するものである。 

(2) 有効性 

1) 定量的効果 

表-2 定量的効果 

成果指標 現状の数値（2012 年） 目標値＊２（2017 年） 

事象発生時の情報提供まで

の所要時間 
30 分程度(最大＊１) 5 分程度 

＊１ 事象発生を把握してから、標識車が車両待機基地から所定の場所に急行し、情報提供を開始

するまでに要する最大時間（基地から最も遠い場所） 
＊２ 事業完成 3年後 

2) 定性的効果 
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① 本プロジェクトで我が国の先進的な技術を用いた ITS 機材を導入することによ

り、同国において建設中の他の高速道路への ITS 導入が推進される。 

② 渋滞情報を提供することにより経路選択が可能となり、また到着予想時間が概

ね把握できるなど、高速道路の利便性が向上する。 

③ 渋滞／落下物／気象等の情報を事前に提供することにより、高速道路走行時の

安全性が向上する。 

以上の内容により、本プロジェクトの妥当性は高く、また有効性が見込まれると

判断される。 

 



目     次 

頁 

序文 

要約 

目次 

調査対象地域位置図／完成予想図／現地状況写真 

図表リスト 

略語集 

 

第 1 章 相手国要請内容の確認 

1-1 当該セクターの現状と課題 ................................................. 1-1 

1-1-1 現状と課題 ........................................................... 1-1 

1-1-1-1 現状 ............................................................. 1-1 

1-1-1-2 課題 ............................................................. 1-2 

1-1-2 開発計画 ............................................................. 1-5 

1-1-3 社会経済状況 ......................................................... 1-5 

1-2 無償資金協力の背景・経緯及び課題 ......................................... 1-6 

1-3 我が国の援助動向 ......................................................... 1-6 

1-4 他ドナーの援助動向 ....................................................... 1-6 

第 2 章 プロジェクトを取り巻く状況 

2-1 プロジェクトの実施体制 ................................................... 2-1 

2-1-1 組織・人員 ........................................................... 2-1 

2-1-2 財政・予算 ........................................................... 2-2 

2-1-3 技術水準 ............................................................. 2-3 

2-1-4 既存施設・機材 ....................................................... 2-3 

2-2 プロジェクトサイトおよび周辺状況 ......................................... 2-8 

2-2-1 関連インフラ整備状況 ................................................. 2-8 

2-2-2 自然条件 ............................................................ 2-12 

2-2-3 社会環境配慮 ........................................................ 2-13 

第 3 章 プロジェクトの内容 

3-1 プロジェクトの概要 ....................................................... 3-1 

3-2 協力対象事業の概略設計 ................................................... 3-2 

3-2-1 設計方針 ............................................................. 3-2 

3-2-2 基本計画 ............................................................ 3-10 

3-2-2-1 全体計画 ........................................................ 3-10 

3-2-2-2 機材計画 ........................................................ 3-18 



3-2-3 概略設計図 .......................................................... 3-20 

3-2-4 調達計画 ............................................................ 3-30 

3-2-4-1 調達方針 ........................................................ 3-30 

3-2-4-2 調達上の留意事項 ................................................ 3-32 

3-2-4-3 施工区分 ........................................................ 3-32 

3-2-4-4 施工監理計画／調達監理計画 ...................................... 3-33 

3-2-4-5 品質管理計画 .................................................... 3-34 

3-2-4-6 資機材等調達計画 ................................................ 3-34 

3-2-4-7 初期操作指導計画 ................................................ 3-35 

3-2-4-8 実施工程 ........................................................ 3-36 

3-3 相手国分担事業の概要 .................................................... 3-36 

3-4 プロジェクトの運営･維持管理計画 ......................................... 3-38 

3-4-1 運営・維持管理体制 .................................................. 3-38 

3-4-2 維持管理方法 ........................................................ 3-40 

3-5 プロジェクトの概算事業費 ................................................ 3-41 

3-5-1 協力対象事業の概略事業費 ............................................ 3-41 

3-5-2 運営・維持管理費 .................................................... 3-41 

第 4 章 プロジェクトの評価 

4-1 事業実施のための前提条件 ................................................. 4-1 

4-2 プロジェクト全体計画達成のための必要な相手方投入（負担）事項 ............. 4-1 

4-3 外部条件 ................................................................. 4-2 

4-4 プロジェクトの評価 ....................................................... 4-2 

4-4-1 妥当性 ............................................................... 4-2 

4-4-2 有効性 ............................................................... 4-3 

 

（資料） 

１ 調査団員氏名、所属............................................................. A-1 

２ 調査行程....................................................................... A-2 

３ 関係者（面会者）リスト......................................................... A-4 

４ 討議議事録..................................................................... A-5 

１）Minutes of Discussions：9 月 10 日............................................ A-5 

２）Minutes of Discussions：12 月 21 日.......................................... A-18 

５ Technical Note：10 月 18 日 .................................................... A-32 

６ 交通量........................................................................ A-39 

７ 参考資料－図面集.............................................................. A-40 

 



調査対象地域位置図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
完成予想図／南部高速道路 可変情報板（VMS） 



既存状況写真 

  

Gelanigama 交通管制センター Gelanigama 交通管制室モニター画面 

   
交通管制センター内既存サーバ 既存光ファイバケーブル用ラック モニター背面の状況 

 

降雨によりスピンして停車した車両の復旧作業 現場に向かう救急車 

  

パトロール中の標識車 高速道路本線上の作業状況 



 

既存 CCTV カメラ 料金所の既存 CCTV モニタリングシステム 

Welipenna 料金事務所 料金所の既存バックアップ発電機（暫定機器）

 

A4 道路（Colombo 市内 – Kottawa IC 間）の状況 A4 道路（Colombo 市内 – Kottawa IC 間）の状況
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略語集 
 

 

略 語 英 語 日 本 語 

A/P Authorization to Pay 支払授権書 

B/A Banking Arrangements 銀行取極め 

CCTV (camera) Closed Circuit Television (camera) 閉回路テレビ（カメラ） 

CKE Colombo Katunayake Expressway コロンボカトナヤケ高速道路 

DL Data logger データロガー 

E/N Exchange of Note 交換公文 

EOM & M Expressway Operation Maintenance & 

Management Division 

高速道路運営維持管理部門 

ETC Electronic Toll Collection 電子料金収受システム 

FW Fire Wall ファイアーウォール 

G/A Grant Agreement 贈与契約 

GDP Gross Domestic Product 国内総生産 

GPRS General Packet Radio Service ジェネラルパケットラジオサービス 

HD Hard Disk ハードディスク 

IC Interchange インターチェンジ 

IC Card Integrated Circuit Card IC カード 

IMF International Monetary Fund 国際通貨基金 

IP Internet Protocol 通信プロトコル 

ITS Intelligent Transport System 高度道路交通システム 

JICA Japan International Cooperation Agency 国際協力機構 

L2SW Layer 2 Switch レイヤー2スイッチ 

L3SW Layer 3 Switch レイヤー3スイッチ 

LED Light Emitting Diode 発光ダイオード 

LTTE Liberation Tigers of Tamil Eelam タミル・イーラム開放の虎 

MC Media Converter メディアコンバータ 

MOPH Ministry of Port and Highway 道路港湾省 

NBT National Building Tax 国家推進税 

NMS Network Management System ﾈｯﾄﾜｰｸﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ 

OCH Outer Circular Highway コロンボ外郭環状道路 

OFC Optical Fiber Cable 光ケーブル 

PC Personal Computer パーソナル・コンピューター 

PTZ (camera) Pan Tilt and Zoom (camera) パン・チルト・ズームカメラ 

RDA Road Development Authority 道路開発庁 

RFID (tag) Radio Frequency IDentification RFID タグ 

RG Rain Gage 雨量計 

SEW Southern Expressway 南部高速道路 

SMS Short Message Service ショートメッセージサービス 

STEP Special Terms for Economic Partnership 本邦技術活用条件 

TC Traffic Counter 交通量計測機器 

TCP Transmission Control Protocol 伝送制御プロトコル 

TCP/IP Transmission Control Protocol (TCP) 

 Internet Protocol (IP) 

トランスミッションコントロールプ

ロコトル、インターネットプロコトル

VAT Value Added Tax 付加価値税 

VMS Variable Message Sign Board 可変情報板 

WS Workstation ワークステーション 



スリランカ国南部高速道路情報提供システム整備計画 

準備調査報告書 

1-1 

第 1 章 相手国要請内容の確認 

1-1 当該セクターの現状と課題 

1-1-1 現状と課題 

1-1-1-1 現状 

「ス」国の高速道路は、高速道路網として建設が計画・実施されている。このうち、コロンボ

首都圏に関する高速道路としては、表 1-1-1 に示される区間で計画あるいは建設が進んでおり、

その一部は既に供用されている。 

表 1-1-1 コロンボ近郊の高速道路区間の概要 

高速道路 SEW OCH CKE 

運用維持管理者 RDA RDA RDA 

種別 都市間高速道路 都市高速道路 都市間高速道路 

延長 Kottawa – Pinnaduwa 間： 

95.3km 

Pinnaduwa – Godagama 間：

約 30km 

Kottawa – Kerawelapitiya

間：29.1km 

Colombo – Katunayake 間: 

25.1km 

設計速度 120km/h 80km/h 80km/h – 100km/h 

車線数 暫定 4, 将来 6 暫定 4, 将来 6 4 車線 

主要横断河川 Kalu, Gin Kelani Kelani 

道路構造 盛土 盛土 盛土 

アクセス 

コントロール 

フルアクセス 

コントロール 

フルアクセス 

コントロール 

オープン 

期待される機能  南部州の経済成長、雇用

促進、貧困削減 
 南部海岸地域のホテル

の部屋の占有率向上 
 南部州の農産物価格の

向上 

 既存及び将来の成長セ

ンター内の移動時間の

短縮及び当該地域の開

発促進 

 コロンボ市内とバンダ

ラナイケ国際空港間の

旅行時間の短縮 

完成予定時期 Kottawa – Pinnaduwa:  

供用済み 

Pinnaduwa - Godagama: 

2013.4 

Kottawa – Kaduwela: 

2013.12 

Kaduwela – Kadwatha: 

2015.12 

Kadwatha – 

Kerawelapitiya: 未定 

Colombo – Katunayake: 

2013. 08 

 

上表 1-1-1 に記述されているように、SEW は既に供用済みであるが、高速道路交通管制として

の現状は、高速道路利用者からの通報が主体であるため、正確な状況把握にも時間を要している。 

また、SEW には、交通状況を監視するテレビシステムが導入されている。各インターチェンジ

（以下「IC」という）及び料金所に設置された屋外監視カメラの映像は、Gelanigama 交通管制セ

ンターに光ファイバ通信システムを経由して伝送され、遠隔で監視可能な状態となっている。但

し、このカメラは IC 周辺に設置されており、本線上を全体的に監視する状態にはなっていない。 
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一方、SEW 利用者に対しては、特別番号（#1969）を利用した電話サービスが導入されており、

交通事故等、突発事象発生時にこの番号を利用すると、Gelanigama 交通管制センターのオペレー

タにつながる。交通管制センターのオペレータは 24 時間運用しており、突発事象等の情報は、こ

の特別電話で収集されることとなっている。SEW を管理するためのパトロールカーには、小型可

変情報板を搭載したタイプのものもある。この可変情報板（以下「VMS」という）では、事故発生、

渋滞中、車線変更指示の矢印等を表示可能で、英語、シンハラ語、タミール語の 3 カ国語での表

示が可能となっている。 

ただし、現状の Gelanigama 交通管制センターのシステムでは、限られた事象に係る情報を収集

することは可能な状況であるが、これに基づいて高速道路利用者に対して必要な情報を提供する

手段が、小型 VMS を搭載した管理車両に限られており、高速道路閉鎖等に伴う利用者への情報提

供を IC 等の出口手前のような必要箇所でタイムリーに提供することが困難となっている。 

1-1-1-2 課題 

上述したように、昨年供用開始した SEW の運用について現状では多くの課題を抱えている。ま

た、適正な運用を行える技術者が十分に育っておらず、とりわけ交通管制を適切に実施できる技

術者の育成は喫緊の課題となっている。さらに、事故の早期発見と正確な状況把握、入手した情

報に基づく適切な交通規制内容の速やかな決定、主要箇所への交通規制の迅速な表示、等を行う

交通管制システムの整備は喫緊の課題となっている。実際に高速道路の管理者となっている RDA

が指摘している現状の交通管制に関わる課題や課題の明細について表 1-1-2 に示す。 
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表 1-1-2 高速道路運用上の課題（1/3） 

課題の明細 

状況 現状の課題 情報収集・提供機器が無いこと 
による悪影響 

情報収集・提供機器が無いこと 
による悪影響の発生頻度 

情報収集・提供機器が無いこと 
による悪影響の程度、規模 

交通状況
について 

 ある特定区間における通過交
通量を知るすべが無いこと 

 現状の料金システムでは、リ
アルタイムベースの交通量を
生成できないこと 

 渋滞が発生する可能性を把握
することが出来ないこと 

 車両の走行速度を計測出来な
いこと 

 高速道路利用者に対して、渋滞区間に
入る前に情報提供できないこと。 

 リアルタイムの交通データを早期に
解析することが出来ない。（渋滞予測
が出来ない） 

 現状でKottawaとPinnaduwaにおいて
は、週末に渋滞が発生している。 

 南部高速の交通量は増加しており他
の高速道路と接続されれば、更に増加
する。 

 規制速度を超えて走行する車両は
10%強（8,000 台当たり、100 台程度）
に上っている。 

 Kottawa IC では、祝祭日を含む週末
には、5km 以上の渋滞が発生すること
があった。 

 高速道路上の事故に伴い、二次的な事
故が発生したことがあった。 

 

表 1-1-2 高速道路運用上の課題（2/3） 

課題の明細 

状況 現状の課題 情報収集・提供機器が無いこと 
による悪影響 

情報収集・提供機器が無いこと 
による悪影響の発生頻度 

情報収集・提供機器が無いこと 
による悪影響の程度、規模 

情報提供
に関して 

 高速道路走行中のドライバー
にリアルタイムに取得した情
報を提供することが不可能な
こと 

 交通事故等に関わる警報を高
速道路利用者に提供すること
が不可能なこと 

 現状では車両に搭載した VMS
があるが、高速道路利用者に
周辺の交通状況や気象状況を
VMS 搭載車両のみでは提供で
きないこと 

 事故現場、故障車両等のある場所に高
速道路利用者が到着するまで、事象に
係る情報や規制情報を高速道路利用
者に伝達出来ない。また、注意を喚起
するための情報（速度落とせ等）を提
供出来ない。 

 突発事象(事故、落石等)発生に伴い通
行止めの場合、高速道路利用者に高速
道路から下りる等の指示が出来ない。

 道路工事、車線規制等の情報を高速道
路利用者に伝達出来ない。 

 自然災害（豪雨、落石、洪水等）や霧
等の現象を高速道路利用者に伝達す
ることが出来ない。 

 高速道路利用者は、情報提供が無いた
めに、渋滞区間で時間とガソリンを浪
費している。 

 開通後、約 1 年間に Kottawa と
Pinnaduwa 出口では、激しい渋滞のた
めに、高速道路利用者が 30 分以上停
滞したことが、5日間程あった。 

 開通後、約 1年間に 510 件の事故が発
生し、2件は 2 車線を完全に封鎖した
ことがあった。 

 Kottawa IC では、祝祭日を含む週末
には、5km 以上の渋滞が発生すること
があった。 

 高速道路上の事故に伴い、二次的な事
故が発生したことがあった。 
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表 1-1-2 高速道路運用上の課題（3/3） 

課題の明細 

状況 現状の課題 情報収集・提供機器が無いこと 
による悪影響 

情報収集・提供機器が無いこと 
による悪影響の発生頻度 

情報収集・提供機器が無いこと 
による悪影響の程度、規模 

気象状
況につ
いて 

 豪雨時に、道路利用者に走行
速度を落とすような警報を出
す必要があること 

 気象局が高速道路沿いに雨量
計を設置していないため、少
なくとも IC の場所には雨量
計が必要であること 

 斜面やその他の道路構造物の
点検をある雨量を観測した後
実施する必要があるが、その
点検サイクルを決める必要が
あること 

 雨水排水設備の清掃サイクル
を決める必要があること 

 排水設備を向上させるべき地
域を特定する必要があること

 交通管制センターで降雨状況を把握
出来ず、高速道路利用者に注意喚起や
速度規制情報を提供できないため、交
通事故発生につながる。 

 降雨に伴う、災害（地すべり、路面冠
水等）発生予測が出来ない。 

 豪雨時の走行に関して高速道路利用
者からの通報が 5-6 回あった。 

 幾つかの重大事故が同時に発生した
ことがあった。 
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1-1-2 開発計画 

「ス」国の財務計画省国家計画局が 2010 年に策定した「Vision for the Future」の中で道路

ネットワークの開発及び輸送システムは、国家統合の機会を広げることと政治的安定をもたらす

ものと考えられており、政府は 2011-2020 年の間、最新の手法で道路ネットワーク全体を改善す

ることに最高の優先度を置いている。 

この計画の重点項目には、以下のような内容がある。 

 旅客と貨物の将来の需要に見合うものとなること 

 効率的、革新的な設計､施工、維持管理技術を用いることにより、道路の質を向上

させること 

 モビリティーとアクセスの利便性を向上させると同時に旅行時間の短縮と運用コ

ストの低減を実現すること 

 将来の経済発展に寄与すること 

 道路管理組織の能力強化 

 国内の道路建設産業の育成 

2011 年 11 月に供用開始した南部高速道路は、「ス」国で最初の高速道路であり、さらに地域経

済の発展や活性化にも寄与するものであり、重要路線として位置付けられている。 

このことから、本無償資金協力案件は、上位計画の主旨に合致したものとなっている。 

1-1-3 社会経済状況 

IMF の統計によると、2011 年の GDP は 525 億ドルであり、鹿児島県とほぼ同じ経済規模である。

一人当りの GDP は 2,558 ドルであり、世界平均のおよそ 25％の水準である。2011 年にアジア開発

銀行が公表した資料によると、1 日 2 ドル未満で暮らす貧困層は 566 万人と推定されており、国

民のおよそ 25％を占めている。 

主要な産業は、農業と繊維産業である。主要な農作物として、米、茶、ココナッツ、天然ゴム

などが生産されている。近年、工業化の進展と共に繊維産業が発達し、衣料品が最大の輸出品目

となっている。古くから「宝石の島」として知られ、ルビー、サファイアなどの産出で名高い。 

2004 年 12 月のスマトラ島沖地震による津波では 3 万人以上が死亡するなど、経済面で大きな

打撃を受けたが、外国からの資金援助なども含めて国全体として復興、復旧を果たした。また、

2009 年 5 月に政府は LTTE の完全制圧と内戦終結を宣言したことにより 2011 年はほぼ 2 倍の 85

万人を超える海外からの観光客数を記録するようになった。 

2012 年は大規模なインフラ開発や観光分野の成長により、2011 年に続いて 8％を超える経済成

長が見込まれている。 
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1-2 無償資金協力の背景・経緯及び課題 

「ス」国で進められている高速道路整備に対し、JICA では高速道路全般の運営・維持管理の体

制強化を図るべく、技術協力プロジェクト「高速道路運営管理プロジェクト」や有償勘定研修「高

速道路運営管理研修」を実施してきた。両プロジェクトを通じて、数人の「ス」国研修生を日本

に招いて、高速道路の ITS に係る運用・交通管制・維持管理の基本的なノウハウについて指導を

行ってきた。 

このような状況下、本プロジェクトにより ITS、特に交通管制にかかる機材が実際に整備され、

ITS 技術の理解が深まるとともに、それを運用可能にする技術者の育成が促進され、さらに高速

道路として円滑な交通の実現が期待される。 

1-3 我が国の援助動向 

我が国から「ス」国に対する ITS 関連の道路分野に対する技術協力・有償資金協力の近年の実

績は表 1-3-1 のとおりである。なお、当分野における無償資金協力の実績はない。 

表 1-3-1 我が国の技術協力・有償資金協力の実績（ITS 関連の道路分野） 

協力内容 実施年度 案件名/その他 概  要 

技術協力プロ

ジェクト 

2008～

2012 年度

高速道路運営管理プロジェ

クト 

同国初となる南部高速道路の開通に向け、高速道

路の運営管理に係る能力向上を目的とした、料金

収受、交通管理、道路維持管理の訓練を行うもの。

本邦研修 2012 年度 高速道路運営管理研修 高速道路の運営管理に係る能力向上を目的とし

た本邦研修。 

2008～

2014 年度

大コロンボ圏都市交通整備

計画(フェーズ 2) (第 1、第

2期) 

首都コロンボの郊外において、コロンボ外郭環状

道路の一部区間（カドゥウェラ～カドゥワタ間の

約 21km）の建設を行うもの。 

(本邦技術活用条件(STEP)適用案件)。 

2006～

2014 年度

大コロンボ圏都市交通整備

計画 

首都コロンボの郊外において、コロンボ外郭環状

道路の一部区間(南部高速道路と接続するコッタ

ワ～カドゥウェラ間の約 12km)の建設を行うも

の。 

有償資金協力 

2001～ 

2012 年度

南部ハイウェイ建設計画(第

1期、第 2期) 

首都コロンボと南部の都市ゴールを結ぶ同国初

の高速道路「南部高速道路」のうち、コッタワ～

クルンドゥガハテクマ間の約 67.6km 区間の建設

を行うもの。 

 

1-4 他ドナーの援助動向 

「ス」国では、他のドナー・国際機関により表 1-4-1 に示される高速道路建設プロジェクトが

進められている。高速道路整備は「ス」国の経済成長促進に必要とされていることから、建設は

コロンボ首都圏を中心に南北方向に進められている。将来計画では、スリランカ中央部のキャン

ディいわゆる東西方向にも建設予定である。 
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表 1-4-1 他のドナー国・機関の援助 

（単位：千 US ドル） 

実施 

年度 
機関名 案 件 名 

金額 

(千 US ﾄﾞﾙ)

援助 

形態 
概要 

2009～

2013 

中国輸出入

銀行 

コロンボ～カトナヤケ高速道路

建設プロジェクト 

292,000 有償 バンダラナイケ国際空

港とコロンボを結ぶ高

速道路（延長 25.8km）

の建設 

2007～

2012 

アジア開発

銀行 

南部高速道路建設プロジェクト 90,000 有償 南部高速道路の一部区

間（クルンドゥガハヘテ

クマからピンナドゥワ

までの 27.7km）の建設

2011～

2013 

中国輸出入

銀行 

南部高速道路建設プロジェクト

の延長部分 

70,000 有償 南部高速道路の一部区

間（ピンナドゥワからゴ

ダガマまでの 28.2km）

建設 
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第 2 章 プロジェクトを取り巻く状況 

2-1 プロジェクトの実施体制 

2-1-1 組織・人員 

本プロジェクトの実施機関は、港湾道路省傘下の道路開発庁（RDA）である。RDA の組織図を図

2-1-1 に示す。 
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図 2-1-1 RDA 組織図 

RDA はプロジェクト実施に際して、規模の大きい OCH や SEW のようなプロジェクトに対しては、

管理ユニットを新たに設立し管理する。また比較的小規模な場合は特別プロジェクト管理ユニッ

トで幾つかのプロジェクトを管理しており、本プロジェクトにおいてもこの管理ユニットがプロ

ジェクトを担当する部署となる。特別プロジェクト管理ユニットは、東部道路(有償)、東部 5橋(無

償)等のプロジェクト管理を現状で行っており、プロジェクト運営面では問題ない。 

OCH や SEW のプロジェクト管理ユニットは、Project Director の下に 2名の Additional Project 

Director と技術者 6 名、その他庶務、経理、住民移転の担当者等で構成され、総勢 50 名ほどの

組織となっている。特別プロジェクト管理ユニットは、Project Director, Chief Engineer, 

Engineer3 名がコロンボにて業務に従事し、地方のプロジェクトの場合はプロジェクトサイトに

事務所を作り 2 名の Project Engineer が常駐する。その他の事務関係の職員を合わせて総勢 20

名程度の組織となる。 

プロジェクト担当部署を示
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当該プロジェクト管理ユニットは、本プロジェクトに関して以下の業務を行う。 

 「ス」国負担事項（B/A や A/P 発行手続き、ビザ、免税措置、資機材仮置き場の提供、

情報提供等）に係るコンサルタント、機材調達業者とのコンタクトポイントとして機能

すること 

 機材調達業者から申請される工事の許可 

 初期操作指導を受講する職員の手配 

 「ス」国内の検査への立会いもしくは立会者の手配 

なお、完了後の運営･維持管理は高速道路運営維持管理部(EOM&M）が行う。 

2-1-2 財政・予算 

RDA の過去 4 年間の予算は表 2-1-1 のとおりである。2011 年の支出総計は 131,866 百万ルピー

である。そのうち人件費が 66 百万ルピーで全支出総計の 0.05%程度であり、SEW 開発に 16,076 百

万ルピーで全支出総計の 12%程度を占めている。このように、現状で十分な予算が確保されてお

り、全支出総計に対する割合も低い状況である。 

表 2-1-1 RDA の予算 

（単位：百万ルピー） 

年度 

費目 
2008 2009 2010 2011 

経常支出 113 95 264 178

 人件費 40 34 116 66

  基本給 32 25 83 44

  残業・手当 8 9 33 22

 その他 73 61 148 112

資本的支出 60,953 82,629 109,572 131,688

 高速道路開発 14,930 23,278 36,391 38,387

  SEW 10,310 17,851 16,783 16,076

  CKE 2,850 2,155 10,130 11,375

  OCH 1,719 3,235 9,365 10,725

 一般道開発 16,611 19,728 20,132 42,734

 一般道拡幅改修 6,040 5,449 6,532 6,785

 橋梁・跨道橋建設 7,288 16,392 3,882 2,503

 津波災害道路改修 7,948 10,315 9,266 5,684

 補助金 4,401 4,429 5,096 5,573

 地方道開発 3,720 2,987 3,000 3,640

 その他 15 51 106 16

 港湾開発 － － 25,147 26,366

全支出総計 61,066 82,725 109,836 131,866

財源 66,066 82,725 109,836 131,866

国内 31,803 31,657 39,176 42,910

外国 29,263 51,068 70,660 88,956

注：予算年度は 1月から 12 月まで。2009 年度までは道路省で、2010 年度より港湾道路省となる。 

出典：港湾道路省予算書(数値の一部に不整合有り) 
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2-1-3 技術水準 

本プロジェクトは、RDA が実施する道路建設工事や橋梁建設工事と異なり、可変情報板や交通

量計測装置、及びセンターのサーバやソフトウエア等、電子機器の調達、据付工事が主要な内容

であるため、必要な専門性は、ソフトウエア、通信、電気等に加え、高速道路の運用維持管理の

経験が重要である。RDA 内では、南部高速に導入する自動料金収受の計画を検討してきた経験が

あり、また EOM＆M には、各インターチェンジに設置した交通状況モニタリング用の CCTV カメラ

を Gelanigama 交通管制センターにおいて 24 時間体制で運用している実績もある。そのため、こ

れら機器の取扱については問題無いと判断する。 

ただ、本プロジェクトで導入する交通管制システムは、これまで RDA が運用したことの無いシ

ステムであるため、各種路側装置から収集した情報の解析結果に対する解釈、複数の事故が同時

に発生した場合、どの情報板にどの情報を出すことが適切か等、交通管制のノウハウについては、

日本からの更なる技術支援が望ましい。 

2-1-4 既存施設・機材 

(1) 通信システム 

SEW には既に光ファイバケーブルを利用した通信システムが導入されており、各インター

チェンジのスイッチに接続され Gelanigama の交通管制センターに画像を伝送している。光

ファイバケーブルは 144 芯あり、写真 2-1-1 で示されるように架空方式で敷設されている。

ただしインターチェンジの近辺では、地下埋設となっている。既設のテレビ監視システムは、

このうちの２芯を使っており、残りの芯は使われていない。光ファイバーシステムの設計時

には、これらの芯線は、携帯電話キャリアや他の通信事業者に貸し出す計画であったが、現

時点では実現していない。 

 

写真 2-1-1 光ファイバケーブル 
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(2) テレビ監視システム 

南部高速道路には既に交通状況を監視するテレビシステムが導入されている。同システム

では表 2-1-2 に示される 4種類のカメラが用いられている。 

表 2-1-2 CCTV カメラの種別 

カメラ種類 設置位置 機能 カメラ種別 

道路状況監視 インターチェンジ本線上 交通状況監視 固定式カメラ 2台、PTZ カ

メラ１台の組み合わせ 

料金所レーン監視 料金所レーン前方 料金支払い監視 固定式カメラ 

料金授受監視 料金所ブース内天井 料金授受監視 固定式カメラ 

入口料金所監視 料金所プラーザ 入り口料金所監視 固定式カメラ 

 

各インターチェンジに設置されている写真 2-1-2 に示される屋外監視カメラ数は表 2-1-3

に示される通りである。 

表 2-1-3 屋外監視カメラ配置数 

Interchange 

Dome Type Fixed 

Outdoor – Standard 

Definition 

Box Type Fixed 

Outdoor – High 

Definition 

Dome Type PTZ 

Outdoor – High 

Definition 

Total 

Kottawa  8 1 1 10 

Kahathuduwa  14 2 1 1７ 

Gelanigama  11 4 2 17 

Dodangoda  17 2 1 20 

Welipenna  7 2 1 10 

Kurundugahahetekma 14 2 2 18 

Nayapamula  12 2 1 15 

Pinnaduwa  8 2 1 11 

Total  94 19 12 127 

 

 

写真 2-1-2 CCTV 監視カメラ 
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これとは別に、各料金徴収ブース内天井に、監視カメラが設置されており、料金徴収業務

の監視を行っている。料金所ブース内カメラの数はブース数と同じ 78 台である。屋外の監視

カメラと合わせると、合計 205 台のカメラが用いられている。 

これらのカメラで撮影された映像は、上記の光ファイバー通信システムを経由して、

Gelanigama の交通管制センターに送られる。写真 2-1-3 に示されるように、管制センターに

は、10 台のモニターが設置されており、これらのモニターで各インターチェンジや料金所の

監視ができるようになっている。カメラの台数がモニターの台数より多いため、映像は選択

され表示される。その際、カメラ番号が映像上に重ね合わせて表示され、どこのカメラから

の映像かわかる仕組みとなっている。 

 

CCTV モニター カメラコントロール卓 

写真 2-1-3 CCTV カメラ監視センター 

PTZ(Pan Tilt Zoom)機能がついているカメラについては、管制台のコントローラーにより

垂直、水平方向のカメラの向きとズーム機能を制御することができる。 

各料金所における CCTV カメラによる交通状況監視システムのネットワーク構成例を図

2-1-1 に示す。 



スリランカ国南部高速道路情報提供システム整備計画 

準備調査報告書 

2-6 

 

図 2-1-2 光ファイバケーブル系統図 

(3) 緊急電話システム 

SEW 利用者に対するサービスとして、特別番号（＃1969）を利用した電話サービスが導入

されている。利用者がこの番号に電話すると、Gelanigama インターチェンジに設置された交

通管制センターに常駐するオペレーターにつながる。写真 2-1-4 に示されるコールセンター

は、24 時間の運用をしており、常時 3人のオペレーターが、利用者からの問い合わせ、緊急

事態の通報に対応している。 

受信した電話は、所定のフォームに記録される。用いられている記録フォームを図 2-1-3

に示す。記録される内容は、通話日時、通話者氏名、車種、車番、高速道路上の位置、故障

の内容、対応の通知先、出動車両種別などである。 

 

 

写真 2-1-4 コールセンター 
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図 2-1-3 Accident Form 

(4) 交通管理用車両 

RDA は、南部高速道路の交通管理に必要な車両を保有している。RDA および交通警察が保有

する交通管理用車両の一覧を下表 2-1-4 に示す。 

表 2-1-4 交通管理用車両 

 車 両 台 数 

1. クレーン付きトラック（4T） 2 

2. トラック(2T) 2 

3. 標識車 2 

4. 牽引車 2 

5. 散水車 2 

6. 消防車 3 

7. ２輪車 6 

8. 清掃車 2 

9. 昇降車 2 

10. 警察用パトロールカー 6 

11. 連絡車両１ 6 

12. 連絡車両２ 22 

13. 交通管理車 4 

14. メンテナンス車 4 

15. 救急車 3 

 

これら既存施設、機材により、高速道路の運用が行われているが、高速道路利用者に情報

提供するための機器は標識車のみである。また通行車両台数のリアルタイムベースでの把握、

高速道路近傍での降水量計測は、現状で出来ていない状況にある。 
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2-2 プロジェクトサイトおよび周辺状況 

2-2-1 関連インフラ整備状況 

SEW、OCH、および CKE は、コロンボを起点とする、あるいはコロンボを取り囲む高速自動

車専用有料道路である。 SEW と OCH は、Kottawa インターチェンジで直接結ばれており、OCH

と CKE は、Kelewalapitiya インターチェンジで結ばれる。したがって将来これらの高速道路

が完成すると、コロンボの南、東、北を結ぶ高速道路網が形成される。 

これらの高速道路は、いずれも RDA が管理運営し、また料金システムも RDA が運用する。

そのため、これらの高速道路間に本線料金所を置かず、利用者は最終出口で通行料金を支払

う方式の料金システムを構築することは可能である。 

(1) SEW 

SEW は、コロンボの南東約 25km にある Kottawa インターチェンジを起点とし、南部の

Godagama インターチェンジを終点とする全長 123km の高速道路である。このうち Kottawa - 

Pinnaduwa 間 95.3km は、2011 年 11 月 26 日に開通しており、残りの Pinnaduwa - Godagama

間 28.2km は、現在工事中である。 

SEW の交通量は図 2-2-1 に示すとおり、現状では各 IC 間の日平均交通量は 7,000 台以下と

なっている。DodangodaIC までは交通量が多いが、PinnaduwaIC に近づくにつれて交通量が減

少している。また、各ICでの日平均流出入交通量を図2-2-2に示す。KottawaICと PinnaduwaIC

の利用がほとんどであり、途中の IC があまり利用されていないことがわかる。 
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図 2-2-1 各区間の日平均交通量 図 2-2-2 各 IC の日平均交通量 

 

SEW が開通してから交通量は増加しており、週末にはコロンボ側の終点である Kottawa 及

び現時点のゴール側終点の Pinnaduwa のそれぞれのインターチェンジで渋滞が発生している。

この渋滞は、酷いときには 5km を超えたことが数回あり、一時的に Kahatuduwa – Kottawa

間を封鎖したことがある。渋滞が発生している際に、その末尾に後続車両が追突したことも

ある。 

SEW 開通後、1 年間に 510 件の事故が発生し、2 車線を完全に封鎖したことが 2 回あった。

更に事故発生後、その現場に後続の車両が追突したこともあった。 
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SEW の現状の交通量と将来の予測交通量を Appendix に示す。OCH 開通後、交通量は更に増

加することは明らかであり、事故や渋滞に関する情報提供が無い現状を喫緊に改善する必要

がある。 

一方、SEW は「ス」国内で降雨量の多い地域に建設されており、激しい降雨の際に、重大

な事故が同時に発生したこともある。また 2012 年 11 月には、降り続いた雨のため、42km 地

点で斜面崩壊が発生し、2 車線を完全に封鎖し、反対車線にも影響が出た。激しい降雨のた

めに、高速道路利用者から RDA の交通管制センター等に問い合わせが入ったこともある。 

(2) OCH 

OCH は、図 2-2-3 に示されるように Kottawa インターチェンジを起点とし、コロンボの東

側および北側を通り、Kerawalapitiya インターチェンジで CKE とつながる全長 29.1km の高

速道路である。当初は設計速度 80km の 4 車線道路として建設されるが、将来は 6車線道路に

拡幅される予定である。当初の案によると、OCH には中間に 2 か所のインターチェンジ

(Kaduwela および Kadawatha インターチェンジ)が設けられるが、新たに Pore インターチェ

ンジが Kottawa – Kaduwela 間に建設されることが決まっており、この区間の道路建設に遅れ

て建設されることになっている。 

 

 
出典：http://www.rda.gov.lk/supported/expressways/och.htm 

図 2-2-3 OCH 計画概要図 

OCH は、3区間に分けて建設されており、RDA のウエブサイトに掲載されている各区間の長

さとその完成予定は表 2-2-1 に示されるとおりである。ただし、2012 年 10 月現在の情報に
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よると Phase 1 の完成は 2013 年 12 月と言われている。Phase 3 区間については、中国の援

助による建設が決まったが、完成予定は未定である。 

表 2-2-1 OCH 建設計画 

フェーズ 区間 区間長 完成予定 

1 Kottawa to Kaduwela 11.0 km 31 May 2013 

2 Kaduwela to Kadawatha 8.9 km 08 Jan. 2015 

3 Kadawatha to Kerawelapitiya 9.2 km 未定 

出典：http://www.rda.gov.lk/supported/expressways/och.htm 

(3) CKE 

CKE は、下図 2-2-4 に示されるように、コロンボと Bandaranayake 国際空港を結ぶ全長

25.1km の全線 4 車線の高速道路である。CKE の両端を含め全部で 5 カ所のインターチェンジ

が建設される。このうち中間の Kerawalapitiya インターチェンジで、OCH と結ばれる。ただ

し、Kerawalapitiya インターチェンジでは CKE と OCH とが接続するだけで一般道へは下りら

れない。そのため CKE と並行して走る A03 国道と OCH との交点に Elapitiwela インターチェ

ンジが設けられる予定である。 

2012 年 10 月に得られた情報によると、CKE は 2013 年 8 月に全線開通する予定である。 
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出典：http://www.rda.gov.lk/supported/expressways/cke.htm 

図 2-2-4 CKE 計画概要図 

 

これらの高速道路の概要を以下の表 2-2-2 に示す。 

表 2-2-2 コロンボ近郊の高速道路区間の概要 

高速道路 南部高速道路 OCH CKE 

運用維持管理者 RDA RDA RDA 

種別 都市間高速道路 都市高速道路 都市間高速道路 

延長 Kottawa – Pinnaduwa 間： 
95.3km 
Pinnaduwa – Godagama 間：
約 30km 

Kottawa – Kerawelapitiya
間：29.1km 

Colombo – Katunayake 間: 
25.1km 

設計速度 120km/h 80km/h 80km/h – 100km/h 

車線数 暫定 4, 将来 6 暫定 4, 将来 6 4 車線 

主要横断河川 Kalu, Gin Kelani Kelani 

道路構造 盛土 盛土 盛土 

アクセス 
コントロール 

フルアクセス 
コントロール 

フルアクセス 
コントロール 

一部オープン 
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高速道路 南部高速道路 OCH CKE 

期待される機能 南部州の経済成長、雇用促
進、貧困削減 
南部海岸地域のホテルの部
屋の占有率の向上 
南部州の農産物価格の向上

既存及び将来の成長セン
ター内の移動時間の短縮及
び当該地域の開発促進 

コ ロ ン ボ 市 内 と
Bandaranayake 国際空港間
の旅行時間の短縮 

完成予定時期 Kottawa – Pinnaduwa:  
供用済み 
Pinnaduwa - Godagama: 
2013.4 

Kottawa – Kaduwela: 
2013.12 
Kaduwela – Kadwatha: 
2015.12 
Kadwatha – 
Kerawelapitiya: 未定 

Colombo – Katunayake: 
2013. 08 

 

2-2-2 自然条件 

本調査で収集した気象条件調査の概要を以下の表 2-2-3 に示す。 

表 2-2-3 気象条件調査結果概要 

対象項目 結果概要 

雨量 【降雨観測データ】 

4～5 月及び 10～11 月の二度の雨季に雨量は集中している。2011 年の観測記録によれば、日降

水量はコロンボ観測所で 81.9mm/日、ゴール観測所で 99.9 mm/日となっている。 

また、時間降水量のデータは入手できなかったものの、SEW の工事業者に対するヒアリング結

果より 1～2時間程度の間に雨量が集中することが多いことが確認されており、前述の日降水量

の多くががこの時間帯に集中しているものと考えられる。 

【降雨による影響】 

上記に記述した雨量集中時には施工を中断せざるをえないことが多い。しかしながら、観測所

データによると降水量の多い日が続くことが少なく、その影響は限定的なものと判断できる。

また、同じくヒアリング結果から、特に 4-5 月の雨季には年に 1 回程度の頻度で主要河川

（Bentota Ganga, Gin Gang）の河口部で洪水が発生することが確認できた。施工計画自体に影

響をおよぼすことはないものと考えるが、利用者の高速道路へのアクセスに影響するため、発

生時に利用者に対する情報提供が必要である。 

風速 【風速観測データ】 

2011 年の月別最大風速のデータによると、カトナヤケ：8.3(m/s)、コロンボ：6.9(m/s)という

結果である。 

【風速による影響】 

日本で移動式クレーン車が規定による作業中止となる 10(m/s)には届かず、対象地域が基本的

に内陸部に位置することを考えると、風速が本調査で想定する据付工事に及ぼす影響は基本的

にないものと判断できる。 

雷 【雷観測データ】 

雷が観測された日は、コロンボ：112 日、ゴール 82 日という結果である。集中する時期は雨季

に一致する。 

【雷・落雷による影響】 

雷は雨季の停電を引き起こす要因となる。ヒアリングによると発生頻度は高く、雨季期間には

毎日のように停電は発生している。継続時間は 1 回 1-2 時間程度が平均的で、長いケースでは

半日継続することもある。また、SEW の既存設備である CCTV カメラ、照明の電灯が各インター

チェンジで年間に 1 台程度は落雷による被害を受けていることが高速道路管理者からのヒアリ

ングで確認した。 

なお、施工計画への影響については、雨量と同程度と考える。 

霧 【霧観測データ】 

最小視程のデータはない。 

【霧による影響】 

ヒアリングによると発生することはあるものの、その時間は短く、また運転に支障を及ぼすほ

どの濃さとなることはほとんどないということであった。したがって、ドライバーの VMS の認

証に対して問題を引き起こすことはないと判断する。 
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なお、本プロジェクトで計画している路側機器は、既設の造成された道路用地内に設置される

ため、特に地盤が軟弱で設置が不適切な箇所は無い。 

2-2-3 社会環境配慮 

本調査は ITS 機器配置が主要プロジェクトであるため、環境社会配慮については考慮する必要

が無いことで、2012 年 9 月 10 日付けのミニッツで合意している。 
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第 3 章 プロジェクトの内容 

3-1 プロジェクトの概要 

(1) 上位目標とプロジェクト目標 

1) 上位目標 

スリランカ国（以下、「ス」国と称す。）政府は、2010 年に策定した「Vision for the Future」

の中で、道路ネットワークの開発及び輸送システムの整備が国家統合の機会を広げ、政治的

安定性をもたらすものと考えている。この策定は、2010 年から 2020 年までの間に 新の手

法で道路ネットワーク全体を改善することによって、モビリティとアクセスの利便性を向上

させ、同時に旅行時間の短縮と運用コストの低減を実現し、さらには将来の経済発展に大き

く寄与することを目標としている。 

SEW は上記目標の一環として、コロンボから南部州までの旅行時間の短縮や燃料消費に伴

う国家経済への貢献、地域の漁業や農業及び産業の振興と就業機会の増加、さらには観光施

設の拡大等を図るために計画され、コロンボ近郊の Kottawa と Galle 近郊の Pinnaduwa 間が

2011 年 11 月に供用開始した。 

また OCH についても、コロンボ周辺の成長センター内の移動時間の短縮と当該地域の開発

促進を図るため計画され工事が実施されている。 

2) プロジェクト目標 

この中で本プロジェクトは、OCH 及び SEW 上での異常事象の発生に伴う道路閉鎖や渋滞に

よる影響を 小限に抑えるために、いち早く高速道路上の情報収集を行い、高速道路利用者

やアクセス道路利用者へ的確な情報を提供する交通管制システムを高速道路に導入すること

を目標としている。但し、現在実施中の高速道路やインターチェンジ建設プロジェクトの進

捗状況を考慮し、OCH はインターチェンジの一部のアクセス道路への機器設置とする。 

(2) プロジェクトの概要 

本プロジェクトは、上記目標を達成するために SEW およびその一部のアクセス道路、さら

に OCH のインターチェンジの一部のアクセス道路において、交通管制システムとして路側機

材や、管制システムおよび通信システムを調達するものである。 

これにより、OCH や SEW を走行中の道路利用者や高速道路を利用するために一般道路を走

行している道路利用者、そしてこれから高速道路を利用する走行前の道路利用予定者に対し

て的確な道路情報の提供により、利便性が向上し、安全性がより強化されるとともに、産業

の生産性の向上や促進を通じて、雇用・所得創出等にも期待されている。 

この中において、協力対象事業は、SEW およびその一部のクセス道路、さらに OCH のイン

ターチェンジの一部のアクセス道路において、雨量計や交通量計測装置さらには可変情報板
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等の路側機材、管制システム機器とソフトウェアそして通信システムを調達するものである。

なお、現 Gelanigama 交通管制センターに本プロジェクトのサーバ、ワークステーション、大

画面モニターを設置する。 

交通管制システムに係る調達機器を表 3-1-1 に示す。 

表 3-1-1 本事業における協力対象事業の範囲及び内容 

本事業 項 目 内容 数量 

交通管制室： サーバー 

 ワークステーション 

 大画面モニター 

1 式 

1 式 

1 式 

高速道路： 雨量計 

 交通量計測装置 

 可変情報板（門型） 

8 台 

32 台 

16 台 

サービスエリア：交通情報板 2 台 

日本側 

の投入 

交通管制

システム

アクセス道路：可変情報板（片持型） 8 台 

交通管制室：ウェブサイト用サーバー 1 式 

交通情報の提供（RDA 事務所及びパトロール警察より受信） 1 式 

協力対象事業

の範囲 

商業広告の一般者への普及 1 式 

運営 

「ス」国側 

の投入 

維持管理 新設 ITS 機器関連 1 式 

 

3-2 協力対象事業の概略設計 

3-2-1 設計方針 

(1) 基本方針 

1) 協力対象範囲 

SEW、OCH、CKE 等「ス」国の高速道路は、限られた地点に設けられたインターチェンジか

らのみアクセス可能な高規格な自動車専用道路である。これを利用するユーザにとってのメ

リットは、単に移動時間が短くなるだけでなく、安全性や利便性も考慮されなければ、一般

道のように多岐にわたる迂回路が無いために利用しにくいものとなる。 

安全性や利便性を確保するための方策としては、高速道路利用者が、利用するタイミング

での高速道路の安全性や利便性を独自に判断し、高速道路を利用するか、もしくは一般道を

走行するかを判断するための判断材料となりうる交通情報を、適宜適切に提供することが必

要である。 

2-2-1(1)SEW で述べたように、SEW の事故と渋滞に関する現状の問題点を改善するためには、

適宜適切な情報を高速道路利用者に提供し、何らかの事象や突発事象が発生した際には、高

速道路の機能低下を 小限に抑えるために、高速道路利用者が独自に高速道路を走行するの

か、一般道へ下りるのかを判断出来るよう、必要な情報を提供することが必要不可欠である。

また、提供情報を収集するために、高速道路の交通状況を、リアルタイムに把握することが

必要となる。更に、収集した情報を分析し、適切な情報を、RDA の高速道路管理者が高速道



スリランカ国南部高速道路情報提供システム整備計画 

準備調査報告書 

3-3 

路利用者に提供するための意思決定を支援し、情報提供や規制情報等で高速道路の機能低下

を 小化するための交通管制が必要となる。 

高速道路利用者に提供するために収集する情報には道路のタイプにより次の 2 種類がある。 

 高速道路に関する情報 

 一般道路に関する情報 

さらに、交通情報の提供を受け取る道路利用者は、次の 3種類に分類される。 

 高速道路上を走行中の道路利用者 

 高速道路を利用するために一般道路を走行している道路利用者 

 これから高速道路を利用する走行前の道路利用者 

これらの情報収集、情報提供の基本概念を以下の表 3-2-1 に整理する。 

表 3-2-1 交通情報システムの基本概念 

 情報提供 

 
情報収集 

高速道路を走行中の 

道路利用者 

一般道路を走行中の 

高速道路利用予定者 

高速道路を利用する 

走行前の道路利用者 

高速道路 交通状況 

雨量 

高速道路を走行中の道路

利用者に高速道路の交通

情報を伝達 

一般道路を走行中の道路

利用者に高速道路の交通

情報を伝達 

出発前の道路利用者に高

速道路の交通情報を伝達

一般道路 交通状況 高速道路を走行中の道路

利用者に一般道路の交通

情報を伝達 

 

 

本無償資金協力では、無償資金協力の内容としての妥当性、必要性を考慮して協力対象範

囲を設定する。上記の表の斜線で示した範囲（一般道路から収集した情報を一般道路を走行

中もしくは走行前の高速道路利用予定者に対して情報提供する部分）については、別途 JICA

が実施中の「コロンボ都市交通調査プロジェクト（2012.08～2014.06）」の中で、コロンボ都

市圏の渋滞軽減について調査検討を行う予定となっており、その調査結果との関連性が高い

部分であるため、本無償資金協力では対象としない。一方、表 3-2-1 でハイライトした部分

については、現状で問題となっている事故、渋滞、及び斜面崩壊等の自然災害の発生に伴う

高速道路の機能低下を 小限に抑え、高速道路利用者の安全性、利便性を確保するために、

適宜適切に高速道路利用者にリアルタイムに情報提供することの必要性と二次的な事故発生

に伴う人的、物的被害の発生を未然に防ぐことに資することから、無償資金協力の範囲とし

て妥当である。よって、本無償資金協力では、上記の表のハイライト部分を協力対象範囲と

する。具体的には SEW 及びその一部のアクセス道路、さらに OCH のインターチェンジの一部

のアクセス道路、及び Gelanigama の交通管制センターに交通管制に必要な機器を設置するも

のである。 

なお、一般道路の交通情報の収集に関しては、迂回路が多数存在することや「ス」国の一

般道路の渋滞の定義がまだ確立されていないことから、機材の必要性、機材設置箇所の妥当
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性を説明することが困難なところ、「ス」国側より、RDA 職員、警察等からの交通情報を活用

することが提案され、これらの情報を活用することとなった。 

2) サイト選定に係る方針 

上記(1)協力対象範囲に基づき、本プロジェクトで対象とするサイトは、以下の方針で選定

する。 

a) 情報提供の必要性 

既に供用中の高速道路区間（Kottawa - Pinnaduwa）では、本線走行中の利用者が走行する

か一般道へ迂回するかの選択が可能であることが重要なため、各インターチェンジ周辺をサ

イトとし、高速道路本線全体を対象とはしない。 

また、高速道路へは、一般道からのアクセスはインターチェンジからのみ可能であるため、

一般道走行中の高速道路利用予定者には、高速道路を利用するか一般道を走行するか選択で

きるように、インターチェンジへのアクセス道路をサイトとするが、現状の交通量を考慮し

て必要なサイトを選定する。 

b) 機器設置環境の適格性 

高速道路本線及びアクセス道路等には、建築限界を考慮する必要がある。また、高速道路

の既存設備によって、利用者が情報を見る際、支障とならない位置であること、機器設置ス

ペースが確保可能であることを考慮する。 

c) 維持管理の容易さ 

設置した機器は定期的に維持管理する必要があるため、これに支障となるものが無いこと

を考慮する。 

3) 規模等協力対象事業の基本的な枠組み策定に係る方針 

上記(1)協力対象範囲に記載した通り、本プロジェクトの情報提供先は以下の通りである。 

① 高速道路を走行中の利用者 

② 一般道を走行中の高速道路利用予定者 

③ 高速道路を利用する走行前の利用者 

①については、高速道路を走行中で、事故発生等の緊急時に情報提供する必要性から、必

要な機器導入を検討する。 

②と③については、情報を必要とする全ユーザに対して、ユーザが必要とするタイミング

で情報を提供することは困難である。従って、本プロジェクトでは、 低限、ユーザが高速

道路を利用するか、一般道を走行するかの選択が可能な状態を確保しつつ、広範囲に存在す

る利用者が情報を取得できるよう、放送や通信等、既存のサービスの利活用も考慮する。 

また、情報収集は、上記(1)協力対象範囲に示したとおり、高速道路と一般道である。現状

の問題点を考慮し、必要な箇所に情報収集のための機器を設置するとともに、既存のシステ

ムも活用する。 
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(2) 自然環境条件に対する方針 

本プロジェクト対象地域であるコロンボ周辺からゴールにかけての「ス」国の南西部にお

ける自然条件で、考慮するべき内容について以下に記述する。 

1) 温度 

当該地域に含まれるコロンボとゴールの月別 低気温は 23 度(12 月)であり、本プロジェ

クト対象地域で凍結が生じる懸念は無い。よって導入する機器については、凍結対策は不要

と考える。なお、月別 高気温は 32 度(3 月)であり、この条件で動作機器の動可能な機器の

仕様を検討する。 

2) 湿度 

コロンボとゴールの相対湿度の観測記録によれば、55％～98％が記録されている。路側に

設置予定の機器については、この条件で動作可能な機器の仕様を検討する。 

3) 雨量、降雨パターン 

本プロジェクト対象地域に含まれるコロンボとゴールの 2011 年の年間降水量は、それぞれ

1774mm と 2308mm、日 大降水量は 81.9mm と 99.9mm であった。ただ、本プロジェクト対象地

域は、「ス」国内で比較的降雨の多い地域であることが以下の図 3-2-1 から明確である。 
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出典：スリランカ気象局 

図 3-2-1 「ス」国の各時期における降水量分布 

 

「ス」国の降水は、台風や前線を伴った低気圧のような大規模な気象現象と比較すると、

比較的小規模なスケールの気象現象である雷雨に伴う降水が多く観測されており１～2 時間

程度の間に雨量が集中することが多い。ただ 2012 年 11 月には、4 日間継続した大雨のため

に、写真 3-2-1 に示されるように SEW42.5km 地点で斜面崩壊が発生したこともあるため、高

速道路利用者に対して降雨に関する適切な情報提供が出来るよう必要な機器の導入を検討す
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る。なお、降雨の工事への影響は限定的なものと考えられるため、施工計画に与える影響は

無いと考える。 

 

写真 3-2-1 SEW42.5km 東側切土斜面の崩壊現場(下り線全車線と上り線の 1 車線を封鎖) 

 

上記大規模斜面崩壊が発生した際、被災した車両が無かったのは、RDA が降雨の 中に施

設点検を行い、斜面にクラックが入っているのを発見し、道路封鎖を行ったからである。こ

の点、機器を導入しても運用体制に問題は無いと判断される。 

4) 雷 

コロンボとゴールで 2011 年に雷が観測された日数は、各月以下の表 3-2-2 に示されるよう

になっており、集中している時期は降雨の多い時期と一致する。 

表 3-2-2 雷観測日数 
気

Jan Feb Mar Apr May Jun Jul Aug Sep Oct Nov Dec Total
Colombo 8 4 12 22 10 9 5 3 4 17 12 6 112    
Galle 9 7 15 13 4 1 2 1 0 7 15 8 82       
出典 スリランカ気象局 

 

また RDA へのヒアリングで、雷による既存路側機器の被害、また停電を引き起こす要因と

なっていることも報告されている。停電は１回１－２時間程度が平均で長いときには半日継

続することもあることから、設置機器の雷および雷サージへの対策、および停電時の対策を

検討する。 

5) 風速 

2011 年の気象局の月別 大風速（3 分平均の 大値）のデータによると、カトナヤケで

8.3m/sec、コロンボで 6.7m/sec が観測されている。よって、路側機器の風による影響は無い

と考えられる。 
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6) 霧 

視程の観測データで 小値は無く、ヒアリングによると霧が発生することはあるものの、

その時間は短く、また運転に支障を及ぼすほどの濃さとなることはほとんど無いとのことで

あった。したがってドライバーの可変情報板の視認に対して影響を及ぼすことは無いと考え

られる。 

以上のことから、「ス」国において、高速道路を走行する車両に対して自然環境条件で懸念

されるのは主に降水である。よって本プロジェクトでは、高速道路沿いで降水を観測し、適

宜高速道路利用者に対して必要な情報を提供出来るよう機材を検討する。 

また雷については、高速道路を走行する車両に直接影響するものではないが、本プロジェ

クトで設置する電子機器等の機材に影響することが想定される。よって、雷や雷サージに対

して、適切な対策を施すとともに、頻発する停電への対策も検討する。 

(3) 社会経済条件に対する方針 

高速道路交通情報システムの役割は、高速道路の利用に関係する道路・交通・気象状況を

利用者に的確に伝えることである。そのために本システムでは、使用する言語と事象の表現

方法に十分考慮した設計を行う。 

スリランカ国の公用語は、シンハラ語とタミール語である。これに加えて英語が共通語と

して広く用いられている。そのため、交通情報を伝達するために用いる可変情報板は、これ

ら 3 言語を表示できる機能を持つものとする。特に、シンハラ語、タミール語で使われてい

る文字は、英語に比較すると図形的に複雑である。したがってこれらの文字を表現するには、

一般にアルファベットを表現するために用いられている 5×7 ドット表示では不十分であり、

より多くのドット数が必要である。そのためにドットピッチの細かいタイプの情報板を採用

する。 

交通情報で用いられる「事故」「渋滞」「故障車」「落下物」「車線規制」などといった単語

については、どう表現するのが適切なのか、またメッセージを構成する単語の順序はどう並

べたら的確に内容を伝えられるのか、システム設計時に３言語それぞれについて検討し、道

路管理者の意図する内容が正しく道路利用者に伝わるか十分な検討を行うこととする。情報

板に表示する図形シンボルについても同様である。 

(4) 建設事情・調達事情に関する方針 

1) 調達事情 

各種システムのための光ケーブルの設置や、交通量計測装置、可変情報板及びこれらの支

柱などを含む機材の据付については、現地業者で実績を有する企業が複数存在するため、基

本的には現地業者によって機材の開梱・搬入、組立、設置等を実施する。ただし、各種シス

テムのためのソフトウエアのコンピュータへの導入や、各機材、システム間の調整・試運転、

初期操作指導については専門及び特殊性が高いことから、実績を持ち本システムに習熟して

いる日本人技術者によって行うこととする。 
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また、前述の VMS 設置用の門柱や F 型支柱の基礎などに用いるコンクリートついては一般

に「ス」国内の生産されていることが確認できており、必要量自体も限定的であることから

その調達に問題はないものと考えられる。しかしながら、その他の資材である支柱の鋼材、

光ケーブル等については「ス」国内で生産されてはおらず、第三国（インド、マレーシア、

中国等）から輸入した市場流通品から調達する。すでに、多くの採用事例があるため、その

品質などに問題はないものと考えられる。 

2) 機器調達や材料に関する技術指針、基準、規格等 

本プロジェクトにおいて調達対象となる機器や材料などの設計、調達、製作に関しては、

以下の諸機関から発行されている国際規格および日本国内規格を適用する。 

 国際標準化機構（ISO） 

 国際電気標準会議（IEC） 

 国際電気通信連合 電気通信部門標準化委員会（ITU-T） 

 米国電気電子学会（IEEE） 

 日本工業規格（JIS） 

 日本電機工業会（JEM） 

 日本電子機械工業会（EIAJ） 

 日本電気学会規格調査会（JEC） 

 日本ケーブル標準規格（JCS） 

3) 関連法規 

本プロジェクトでは、対象サイトにおいて小規模な基礎工事、電気工事および機器の取付

等の作業が発生する。「ス」国には契約と雇用、男女間の平等、勤務時間、休憩時間、賃金、

就業規則、労働環境等を規定している労働法が存在し、本プロジェクトにおける機器据付作

業には、同法を適用する。 

(5) 現地業者の活用に係る方針 

上記(4)で示したように、本プロジェクトで想定する据付工事については現地業者が実績を

有しているものと考えられるため、基本的には現地業者によって機材の開梱・搬入、組立、

設置等を実施する。 

(6) 実施機関の運営・維持管理能力に対する対応方針 

1) 運営 

本プロジェクトにより交通情報収集・提供システムが導入された後は、現在の運用体制を

発展させ、あらたに加わった交通管理の機能、特に情報提供機能を効率的に使いこなすこと

ができる体制を構築する必要がある。そのために、交通管制センターの組織・人員・役割・

勤務体制の見直しが必要である。 
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RDA は、すでに Expressway Operation Maintenance & Management Division (EOM&M)を組

織しており、この組織が 24 時間体制で Call Centre および CCTV を用いた高速道路監視シス

テムの運営を行っている。 

今後高速道路情報システムが導入された後は、EOM&M セクションがその運用にあたること

になる。そのために新たに要員の追加が必要である。現在運用中の Call Centre とテレビ監

視システムの業務と、本システムの業務内容は密接な関係があり、またシステムの運用に必

要な高速道路や交通管理の知識は共通であるため、新たな部門を設立するより、現在の組織

で増員するのが適当であると考える。システムの運用に必要な要員は常時 1 名とし、システ

ムが 24 時間稼働することを考慮して、２交代制とする。したがって、必要な増員数は３名と

なる。なお、高速道路情報システムと既設のシステムの運営要員を区別する必要はなく、こ

れらの業務を交代で受け持つことが望ましい。 

システムを効率的に運用し、かつ道路利用者にわかりやすい情報を提供するために、シス

テムの運用基準を定める必要がある。運用基準としては以下の項目が考えられる。 

 可変情報板に表示する用語の定義づけ 

 可変情報板の表示メッセージ選択基準の策定 

 インターネット、SMS、ラジオ放送の表示・表現方法の定義づけと統一化 

 異常気象の判定基準の策定 

 異常気象発生時の対処方針の策定 

 機器故障時の対応・連絡体制の確立 

システムの導入にあたっては、上記に述べたシステムの運用に必要な高速道路の交通管理

や交通情報の提供についての訓練を行うとともに、システムを構成する機器についての基本

的な知識及び機器の故障時の対処方法についても訓練が必要である。 

なお、上記運用基準の作成の際には、技術的に支援する必要がある。 

2) 維持管理 

システムの維持管理は、システムが継続的にその機能を発揮するために極めて重要である。

そのために維持管理の規定を設け、維持管理契約者に遵守させることが必要である。維持管

理の方式としては、システムの完成・引き渡し後の瑕疵担保期間を 2 年間とし、その期間シ

ステムの契約者が引き続き維持管理業務を行う方式が望ましい。この考え方は、SEW の、料

金システムでも採用される。 

交通情報システムに限らず、あらゆる情報システムには適切な維持管理が必須である。一

般的にシステムの維持管理作業は、予防保守、故障修理および事故復旧の 3 種類の作業から

成る。予防保守とは、定期点検、清掃、調整など、あるいはソフトウエアやデータベースの

クリーンアップ・ごみ処理などシステムが正常な動作を継続・維持していくことを目的とす

る作業を指し、故障の有無に関係なく定期的に実施する必要がある。故障修理は、システム

を構成するハードウエアまたはソフトウエアが正常な動作をしなくなった場合に、その原因

を特定し、部品の交換・調整など必要な処理を施して、正常な動作に復帰させる作業である。
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システムを構成する機器が、交通事故など発注者、契約者の双方以外の外部的要因により損

傷した場合には、復旧作業が必要となる。 

維持管理作業を行うには、定期点検・調整、故障個所の特定と修理などの手順を記述した

保守マニュアルが必要である。保守マニュアルの作成は、完成図書の作成とともに、契約者

の業務として、契約書に規定する必要がある。 

(7) 施設、機材等のグレードの設定に係る方針 

協力対象事業は効果の継続的な発現が期待されるため、調達機材は汎用性、堅牢性、価格

性能比に優れるものが必要である。更に調達後の運営維持管理が容易なことも必要である。

これを踏まえ、調達機器のグレードは、基本的に我が国又は世界の類似施設において導入さ

れている機材と同等の標準品とする。 

(8) 調達方法、工期に係る方針 

本無償資金協力事業の入札は、競争性・資金の効果的活用を考慮するとともに、応札業者

間の競争性を確保できるよう、一般競争入札方式により実施する方針とする。工期の設定に

あたっては、上述した基本方針にもとづき、経済性を損なわない範囲で、事業実施期間がで

きるかぎり短い工期を設定し、各機材の製作・輸送から現地据付に至る全体工程管理の調整

に 大限留意する。 

3-2-2 基本計画 

3-2-2-1 全体計画 

(1) システムの対象範囲 

本プロジェクトで導入する交通情報システムが対象とする範囲は、SEW の Kottawa – 

Pinnaduwa インターチェンジ間の 95.3km の区間および OCH 区間で本プロジェクトの工期内に

機器の設置が可能な Kaduwela インターチェンジのアクセス道路とする。CKE については、OCH

との接続時期が未定であり近い将来に接続されることはないと判断されるため、対象範囲外

とする。一方、SEW の Godagama までの延伸区間および SEW と接続する OCH に関しては以下の

点をシステム設計において考慮する。 

 SEW は、Kottawa インターチェンジにおいて本線料金所なしに直接 OCH に接続する。

また現在の SEW の南端である Pinnaduwa インターチェンジから Godagama インター

チェンジまで 28.2km の区間を延伸することになっており、現在工事中である。これ

らを考慮してKottawaおよびPinnaduwaインターチェンジにおいては、他のインター

チェンジと同様にインターチェンジの両側に可変情報板および交通量計測装置を置

くこととする。OCH および SEW の延伸工事の進捗状況から考えて、これらの地点に

路側機器を設置することは、スケジュール上問題がないと考える。 
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 将来 SEW の延伸区間および OCH が完成・開通した時点で、SEW と OCH は一体的に運

用されることになる。そのため、本プロジェクトで導入するシステムは、両高速道

路の全線に配置される路側機器を処理できる容量を持たせることとする。 

今回のプロジェクトで導入される交通情報システムは、一般に高速道路の交通情報システ

ムに求められる機能を持つものとし、またそのために必要な情報収集、処理、提供装置を備

えることとする。ただし、一部の機能・機器については、すでに導入済みであるので、それ

らとの連携を取り、機能的に重複がないシステムとする。 

(2) システムの機能 

高速道路の交通情報システムは、道路、交通、気象情報を収集し処理したうえ、道路管理

者および道路利用者に情報を適切な形で提供すると同時に、必要に応じて対策を講じる機能

を持つ。交通情報システムの基本的な機能構成図 3-2-2 に示す。 

情報収集は、路側に設置される交通量計測装置と各インターチェンジに設置される雨量計

を用いる。既存のテレビ監視システム、コールセンターへ寄せられる通報、およびパトロー

ル車など交通管理車両からの通報も情報源として活用する。 

集められた情報は、事象データとしてイベントデータベースにその内容が登録される。事

象の内容に応じて、対策を講じるとともに、必要に応じて他の道路利用者に道路交通情報と

して伝えられる。以上の一連の運用は、すべて運用記録として残される。 
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図 3-2-2 交通情報システムの機能 
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(3) システムの構成要素 

本プロジェクトで導入する交通情報システムは以下の機器から構成される。 

表 3-2-3 システム機器構成 

機能 機器 備考 

情報収集 交通量計測装置 ビデオカメラ方式 

 雨量計 転倒升方式 

サーバ類 Traffic Control Centre に設置 

中央表示板 操作員による交通監視、対策決定 

情報処理 

管制卓モニター 操作員による交通監視、対策決定、システム監視 

情報提供 可変情報板 インターチェンジ上流の高速道路本線上およびKaduwela IC, Kottawa IC, 

Gelanigama IC 及び Pinnaduwa IC へのアクセス道路(一般道) 

 交通情報板 サービスエリアに設置 

 インターネット 南部高速道路交通情報サイト 

 SMS 携帯電話向け 

 コールセンター 既存のシステム 

 ラジオ放送 交通情報番組を既存の民間放送局のプログラムにいれる。 

通信設備 Ethernet 料金所間の光ファイバケーブルは既存のものを利用、料金所と各種路側

機器間の光ファイバケーブルは新設 

スイッチ類は、新規設置 

：着色部は、「ス」国側の負担で導入する。 

 

これらの機器のシステム構成を以下の図 3-2-3 に示す。 
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CCTV: Closed circuit television

FW: Firewall

L2SW: Layer 2 switch

L3SW: Layer 3 switch

MC: Media converter

OFC: Optical fiber cabre

SMS: Short message service

TC: Traffic counter

VMS: Variable message sign

WS: Workstation

RG: Rain gage

DL: Data logger

GPRS: General packet radio service

Acronym

 

図 3-2-3 交通情報システム構成図 

(4) 路側システム配置案 

上記で提案された路側機器案は、表 3-2-4 に示される通りである。 

表 3-2-4 路側機器配置案 

機器 設置位置 備考 

可変情報板（高速道路） インターオフランプ手前 200 メートル 門型柱上 

可変情報板（一般道） インター入口 200 メートル Kaduwela, Kottawa, 

Gelanigama および Pinnaduwa 

片持ちタイプ 

情報板 サービスエリア 上り下り各 1台 

交通量計測装置（本線） VMS と同位置 VMS 用門型柱に設置 

交通量計測装置（オフランプ） オフランプ直線部 専用柱仕様 

雨量計 インターチェンジ内空地 地形、建物及び配線を考慮し

て場所を選定 
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a) 可変情報板（高速道路上） 

インターチェンジを利用する車の台数に関わらず、すべてのインターチェンジのオフ

ランプ手前に設置する。その理由は、高速道路のどの区間で異常事象が起こるか予想が

できず、どこの区間を閉鎖するかあらかじめ決めておくことができない。そのため、ど

の区間が閉鎖されても、一般道へ迂回する指示を可変情報板で表示できる必要がある。 

本線上の可変情報板は、各インターチェンジのオフランプテーパー部終端から 200

メートルの位置に設置する。SEW では、オフランプらか 500 メートルおよび 1000 メート

ルの地点にオフランプ案内板が設置されており、それらの案内板を避けて可変情報板を

設置することとする。 

提供情報は、事象/突発事象、地点情報、規制情報等で以下に示すような内容を示すこ

とを想定し、詳細設計で表示内容を詰める。 

i) 事象/突発事象に関する情報 

 事故/故障車/落下物 

 大雨/斜面崩壊 

 渋滞 

 工事 

ii) 事象/突発事象の地点、区間に係る情報 

 事故発生地点（例：10km 先） 

 渋滞区間(例：Kottawa-Kahatuduwa) 

iii) 規制情報等 

 走行注意 

 車線規制 

 通行止め 

例えば、以下のような内容を想定している。 

 事故 10km 先 車線規制 

 斜面崩壊 Dodangoda – Welipena 通行止め 

 大雨 Badegama – Pinnaduwa 走行注意 

b) 可変情報板（一般道） 

これから高速道路を利用しようとする車に対する情報提供は、利用台数の多さ、主要

幹線道路がアクセス道路となっている等の観点から OCH の Kaduwela, SEW の Kottawa, 

Gelanigama 及び Pinnadua インターチェンジに接続する一般道に可変情報板を設置する。

その位置は、オンランプ入口手前 100-200 メートルを標準とする。実際の設置位置は、

道路の線形、視程、交差点、沿道施設など現場の状況を考慮して決定する。なお、一般

道へ設置する可変情報板の制御は、通信線を設置する必要のない無線方式とする。 
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一般道に設置する可変情報板は、サイズが大きいものの、設置個所に中央分離帯がな

いことを想定して、片持ちタイプとする。 

なお、表示情報は前項と同様とする。 

c) 道路交通情報板（サービスエリア） 

SEW には 2 か所（同一地点の上り・下り別々）にサービスエリアが建設中（一部オー

プン済み）である。サービスエリアに情報板を置くことにより、道路交通情報だけでは

なく、交通安全の広報活動にも利用することができる。表示内容は、道路交通情報以外

に、いくつかの代表的地点のカメラの映像を流すことも考えられる。表示する内容は、

センターから送ることとし、視聴者が表示内容を選択できるインタラクティブな方式は

採らない。 

d) 交通量計測装置 

交通量計測装置は、本線の各区間とオフランプに設置する。このことにより、各区間

の交通量と、オンランプ、オフランプの交通量がリアルタイムに、15 分間交通量あるい

は 1時間交通量の形で把握できる。 

本線上に設置される交通量計測装置は、可変情報板用の門型柱を利用することにし、

オフランプに設置される計測装置は専用の柱に取り付けることとする。 

e) 雨量計 

SEW で交通に影響を与えると考えられる気象条件は、雨量のみである。降雨時には、

減速を促し、また累積降雨量が決められた基準値を超えた場合、道路閉鎖を行うために

雨量データを収集する。スリランカの降雨は局所的なことが多いので、各インターチェ

ンジに雨量計を設置することにする。設置場所は、インターチェンジの敷地内で、建物、

高い樹木、その他構造物の影響を受けない地点で、かつデータ線、電源線の敷設経路が

短くなる地点を選定する。 

ダイヤモンドタイプインターチェンジ周辺の基本的機器配置を以下の図 3-2-5 に示す。 

Guide SignGuide Sign

1000 m

500 m

200 m

VMS Traffic Counter

Toll Gate

Rain Gage

Traffic
Counter

Guide Sign Guide Sign

Traffic Counter VMS

Traffic
Counter

 

図 3-2-4 ダイヤモンドインターチェンジ標準機器配置図 

これら路側機器の全体配置模式図を図 3-2-5 にて示す。
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図 3-2-5 路側機器配置模式図 
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(5) データ通信システム 

本プロジェクトで導入する通信システムは、日本の高速道路の ITS でも採用され実績のあ

る G-Ethernet 方式を基本とし、以下の機材で構成れる。Gelanigama 交通管制センターと各

IC間を接続する既存基幹幹線の光ファイバケーブル 144心のうちの空き心線を利用する以外

に、既存 CCTV モニタリングシステムと取り合いになる機材は無い。 

1) レイヤー3スイッチ（L3SW） 

各 IC の事務所に計画するデータロガーや VMS、トラフィックカウンター等の路側機器と

Gelanigama 交通管制センター内のメインサーバ間、および Gelanigama 交通管制センター内

に本プロジェクトで計画する各種サーバ間のデータ送受信のためにスイッチを設置する計画

とする。本スイッチは、サーバ、及び各 IC の事務所で路側装置からのデータを蓄積するデー

タロガーや路側機器等 IP アドレスを付与する機器からのデータ送受信や、サーバからの制御

信号を送受信する機能が必要であることから、IP アドレスを参照してデータをルーティング

する L3SW とする。 

2) レイヤー2スイッチ（L2SW） 

データロガーに蓄積された雨量計のデータや VMS やトラヒックカウンターのデータを

Gelanigama のメインサーバで収集するために、各 IC の事務所にスイッチを設置する計画と

する。各 IC に配置を予定している機器からの通信トラヒックは、交通量データ、雨量データ

であり、Gelanigama の交通管制センターからの通信トラヒックは、VMS への表示データや制

御信号等のため、データ容量が比較的小さいこととからL3SW の機能は必要なく、L2SW とする。 

3) メディアコンバータ 

上記スイッチとサーバやデータロガー等の各種機器の間は電気信号でデータや制御信号が

送受信されているため、光ファイバケーブルで信号を送受信するために、電気信号と光信号

とを変換するメディアコンバータが必要となる。 

4) ネットワークマネジメントシステム 

通信ネットワークを構成する機器もしくは光ファイバケーブルに障害が発生した場合、こ

れを検出し、運用者に通知して障害復旧等対応することが必要である。また通信ネットワー

クに接続されている機器の運用状態を監視することも必要である。そのためネットワークマ

ネジメントシステムを導入する計画とする。 

(6) 電力供給システム 

今回導入する機器は、大きく分けて以下のように分類される。 

① インターチェンジ周辺の路側機器 (可変情報板、交通量計測装置、雨量計) 

② インターチェンジの事務所に設置する機器 (データロガー, L2SW) 

③ サービスエリアに設置する機器 (交通情報提供装置、L2SW) 

④ 交通管制センター（Gelanigama IC の事務所）に設置する機器 (サーバ、ワークス

テーション、L3SW、大画面ディスプレイ等) 
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②～④の機器については、各事務所に供給されている電源を活用する。①の路側機器につ

いては、機器設置場所がインターチェンジ周辺であること、またスリランカの電力供給事情

が不安定で停電が発生することがあることから、停電時においても各路側装置に、インター

チェンジの事務所に設置されているバックアップ用の発電機からも電源供給出来るように、

電力供給ケーブルを配線する。電力ケーブルは、SEW 沿いに布設された架空光ファイバケー

ブルでさえ盗難にあっていることから、地下埋設することとする。 

なお、スリランカ国内では、雷サージの被害が報告されていることから、避雷針の接地線

と機器の接地線とを地中で接続するコモンアース方式とする等の対策を考慮する。 

3-2-2-2 機材計画 

3-2-2-1 で設定された内容にしたがって、計画される主要機材の主な仕様と数量を以下の表

3-2-5 から表 3-2-8 に示す。 

(1) 情報提供機器 

表 3-2-5 情報提供機器 

名称 主な仕様 数量 使用目的 

可変情報板(高速道路) 表示文字高さ 400mm/文字以上、 

表示可能文字数：15 文字×3 段、シンボ

ル表示可能なこと 

言語：英語、シンハラ語、タミール語 

視認性：120km/h の利用者から視認可能な

こと 

支柱：門型 

16 台 高速道路利用者への情報

提供 

可変情報板(一般道) 表示文字高さ 300mm/文字以上、 

表示可能文字数：15 文字×3 段、シンボ

ル表示可能なこと 

言語：英語、シンハラ語、タミール語 

視認性：60km/h の利用者から視認可能な

こと 

支柱：片持ち梁型 

8 台 高速道路を利用するため

に一般道を走行中のドラ

イバーへの情報提供 

サービスエリア 

交通情報版 

46 インチ画面（4台×2セット） 8 台 サービスエリア利用者へ

の各種情報提供 

 

(2) 情報収集機器 

表 3-2-6 情報収集機器 

名称 主な仕様 数量 使用目的 

交通量計測装置 CCTV カメラ(3 車線監視可能、解像度 720

×480 以上、屋外設置タイプ) 

画像認識処理装置（出力(車両台数、平均

速度、占有率)、台数計測精度 95％、屋外

設置タイプ） 

32 セ ッ

ト 

交通量、通過車両の速度

をリアルタイムに計測

するため。 

雨量計測機器 転倒マス式雨量計(一転倒 0.5mm)データ

ロガー(メモリ１MB 以上、通信プロトコル

TCP/IP, 液晶モニター、キーボード付) 

8 セット 雨量を計測し、計測デー

タを収録する 
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(3) 中央処理装置 

表 3-2-7 中央処理装置 

名称 主な仕様 数量 使用目的 

センターシステムサーバ 構成：冗長構成 

プロセッサ：Intel Xeon 2.93GHz 以上 

メモリ：8GB 以上、HD：300GB 以上 

2 台 中央処理ソフトウエアを

運用するため 

データベースサーバ 構成：冗長構成 

プロセッサ：Intel Xeon 2.93GHz 以上 

メモリ：8GB 以上、HD：300GB 以上 

2 台 中央処理ソフトウエアで

収集･生成したデータを管

理するため 

中央処理ソフトウエア 交通解析ソフトウエア：収集された交通

データの集計･分析処理 

交通イベントデータ管理ソフトウエア：

交通イベントデータの生成･保存、交通イ

ベントデータへの優先度付与、交通管制

員の意思決定支援情報の提供 

VMS コントロールソフトウエア：交通イベ

ントデータで優先付けされた情報の VMS

への表示、定型文、定型シンボル、直接

入力を可能とする 

気象データ解析ソフトウエア：降水量、

積算降水量、降水強度の解析、表とグラ

フによる表示、注意報／警報通知機能 

その他のソフトウエア 

マルチディスプレイコントロール、Web

情報コントロール、サービスエリア情報

コントロール、SMS 送信ソフトウエア 

1 式 収集したデータの解析処

理、交通管制員の意思決定

支援、情報提供のコント

ロール 

中央表示装置 46 インチ画面以上（7台×1 セット）、既

存モニターのレイアウト変更を含む 

7 台 交通管制員や関係者が高

速道路上の実況や事象に

係る情報を共有するため 

 

(4) 通信機器 

表 3-2-8 通信機器 

名称 主な仕様 数量 使用目的 

ネットワークマネジメン

トシステム 

ネットワーク監視機能、障害検出機能 1 式 ネットワーク監視 
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3-2-3 概略設計図 

以下に各インターチェンジのシステム導入機器配置図（図 3-2-6～図 3-2-15）を示す。 

(1) Kottawa IC 

 

IC 名称 代表 Kp 設備 数量 単位 設置の考え方 

Kottawa 0.0 VMS（門型） 2 台 出口・分岐 200ｍ手前に設置 

  VMS（F 型） 2 台 出口・分岐 200ｍ手前に設置 

  Traffic Counter 4 台 出口・分岐 200ｍ手前、分岐地点に設置

  Rain Gauge 1 台 料金事務所に設置 

図 3-2-6 システム導入機器配置図（Kottawa IC）  
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(2) Kahatuduwa IC 

 

IC 名称 代表 Kp 設備 数量 単位 設置の考え方 

Kahatuduwa 5.9 VMS（門型） 2 台 出口・分岐 200ｍ手前に設置 

  Traffic Counter 4 台 出口・分岐 200ｍ手前、分岐地点に設置

  Rain Gauge 1 台 料金事務所に設置 

図 3-2-7 システム導入機器配置図（Kahatuduwa IC）  
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(3) Gelanigama IC 

 

IC 名称 代表 Kp 設備 数量 単位 設置の考え方 

Gelanigama 13.7 VMS（門型） 2 台 出口・分岐 200ｍ手前に設置 

  VMS（F 型） 2 台 出口・分岐 200ｍ手前に設置 

  Traffic Counter 4 台 出口・分岐 200ｍ手前、分岐地点に設置

  Rain Gauge 1 台 料金事務所に設置 

 

図 3-2-8 システム導入機器配置図（Gelanigama IC）  
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(4) Dodangoda IC 

IC 名称 代表 Kp 設備 数量 単位 設置の考え方 

Dodangoda 34.8 VMS（門型） 2 台 出口・分岐 200ｍ手前に設置 

  Traffic Counter 4 台 出口・分岐 200ｍ手前、分岐地点に設置

  Rain Gauge 1 台 料金事務所に設置 

図 3-2-9 システム導入機器配置図（Dodangoda IC） 
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(5) Welipenna IC 

IC 名称 代表 Kp 設備 数量 単位 設置の考え方 

Welipenna 46.0 VMS（門型） 2 台 出口・分岐 200ｍ手前に設置 

  Traffic Counter 4 台 出口・分岐 200ｍ手前、分岐地点に設置

  Rain Gauge 1 台 料金事務所に設置 

図 3-2-10 システム導入機器配置図（Welipenna IC） 
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(6) Kurundugahahetekma IC 

IC 名称 代表 Kp 設備 数量 単位 設置の考え方 

Kurundugaha 67.6 VMS（門型） 2 台 出口・分岐 200ｍ手前に設置 

hetekma  Traffic Counter 4 台 出口・分岐 200ｍ手前、分岐地点に設置

  Rain Gauge 1 台 料金事務所に設置 

 

図 3-2-11 システム導入機器配置図（Kurundugahahetekma IC） 
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(7) Baddegama IC 

IC 名称 代表 Kp 設備 数量 単位 設置の考え方 

Baddegama 79.8 VMS（門型） 2 台 出口・分岐 200ｍ手前に設置 

  Traffic Counter 4 台 出口・分岐 200ｍ手前、分岐地点に設置

  Rain Gauge 1 台 料金事務所に設置 

 

図 3-2-12 システム導入機器配置図（Baddegama IC） 
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(8) Pinnaduwa IC 

図 3-2-13 システム導入機器配置図（Pinnaduwa IC） 

IC 名称 代表 Kp 設備 数量 単位 設置の考え方 

Pinnaduwa 95.3 VMS（門型） 2 台 出口・分岐 200ｍ手前に設置 

  VMS（F 型） 2 台 アクセス道路手前に設置 

  Traffic Counter 4 台 出口・分岐 200ｍ手前、分岐地点に設置

  Rain Gauge 1 台 料金事務所に設置 
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(9) Service Area 

IC 名称 代表 Kp 設備 数量 単位 設置の考え方 

Service Area 44.0 大型ディスプレイ 8 台 上下線サービスエリア建物内に設置 

 

図 3-2-14 システム導入機器配置図（Service Area） 
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(10) Kaduwela IC 

IC 名称 代表 Kp 設備 数量 単位 設置の考え方 

Kaduwela 18.3 VMS（F 型） 2 台 出口・分岐 200ｍ手前に設置 

 

図 3-2-15 システム導入機器配置図（Kaduwela IC） 
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3-2-4 調達計画 

3-2-4-1 調達方針 

(1) 基本事項 

1) 実施体制 

本プロジェクトは、図 3-2-16 に示される実施体制により、日本国無償資金協力業務の実施

手順に従い、以下の通り実施する。 

 

図 3-2-16 事業実施体制 

① 日本政府の閣議決定を経て、無償資金協力に関し日本国政府と「ス」国政府との交換

公文（E/N）及び贈与契約(G/A)が締結される。 

② 交換公文（E/N）及び贈与契約(G/A)の締結後は、日本籍を有する本邦コンサルタント

と「ス」国側との間で設計監理契約を結び、JICA の認証を得てただちに当該業務を実

施する。 

③ JICA の無償資金協力調達ガイドライン1)に沿って、日本国籍を有する本邦の機材調達

業者（請負業者）の入札を実施する。入札執行者は「ス」国実施機関であるが、JICA

の指導を得て、コンサルタントが実施機関の入札補助を行う。 

④ 採用された請負業者は、「ス」国側と調達契約を結び、JICA の認証を得てただちに当

該業務を実施する。 

2) 本邦コンサルタントの設計監理業務の方針 

設計監理業務の実施にあたっては、JICA 発行「無償資金協力事業におけるコンサルタント

業務の手引き」に基づいて、本プロジェクトが円滑に実施され協力の目的が達成されるよう、

その役割を果たすこととする。そのために必要なすべての業務を行うものとし、特に本邦契

約者に対する公正性、中立性などにも留意し、施主である「ス」国側実施機関の信頼が得ら

れるよう努めることとする。 

                             
1) http://www.jica.go.jp/activities/schemes/grant_aid/guideline/guideline_01.html 
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(2) 調達方針 

本プロジェクトで調達する機材のうち、通信機器、大型ディスプレイ、プリンター、耐雷

関連機器等は、日本製品のほか第三国製造の製品が「ス」国で調達可能である。調達の際に

は、入札図書に規定される仕様を満足し、維持管理が容易であり、トラブル発生時のサポー

トやスペアパーツが速やかに供給できるなどのアフターサービスの体制が確立されているこ

となどの条件を満たす機材を選定する。 

(3) 据付工事に係る方針 

本プロジェクトで調達する機材は、基本的に全て据付工事が必要となる。想定される据付

工事の構成は以下に示すとおりである。 

1) 本線設置 VMS 用門柱設置工事 

2) アクセス道路設置 VMS 用 F 型柱設置工事 

3) VMS 設置工事 

4) 雨量計測機器設置工事 

5) 交通量観測機器用支柱設置工事 

6) 交通量観測機器設置工事 

7) 通信ケーブル埋設工事（ダクト設置、光ケーブル、電力ケーブルの設置） 

8) 管制センター設置工事（ディスプレイ、追加サーバ、PC 機器の設置） 

9) サービスエリア情報提供システム設置工事（ディスプレイの設置） 

製作期間＋輸送期間および全体の据付工事規模から見て、全体工期に対してクリティカル

パスとなるのは据付工事の一部である通信ケーブル埋設工事及びメーカーヒアリング結果か

らソフトウェアの制作期間となる。また、通信ケーブルの設置は全ての機材、システムの運

用に係る重大な要素であるため、本プロジェクトでは全体へ及ぼす危険性を軽減するよう配

慮した計画とする。 

(4) 現地コンサルタントの活用分野 

「ス」国内に建築・土木設計のコンサルタント業務を実施可能な会社は存在するが、本プ

ロジェクトのように ITS に関する知見を有し、中立的な立場でコンサルティング業務を行え

る会社は存在しない。一般的に現地コンサルタント（建築・土木設計事務所を含む）はまだ

経験が浅く、大規模な外国の援助案件を元請けで受注するほどの実績はないと判断される。

一方、本プロジェクトの施工区間は、約 107km と広範囲に亘るため、本邦のコンサルタント

の常駐調達管理技術者一人では、監理業務を適切にこなすことが困難と考えられる。 

したがって、据付工事期間に、現地コンサルタントを常駐調達管理技術者の補助要員とし

て雇用し、本プロジェクトを通じて技術移転を図る。 

(5) 現地据付業者の活用分野 

本プロジェクトで調達される ITS に係る路側機器については、交通管制用 CCTV カメラや通

信ケーブルの据付をはじめ、多くの実績が「ス」国内にあるため、据付工事を実施するうえ
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で技術的に問題は無いものと判断される。ただし、各種システムのためのソフトウエアのサー

バへの導入や、各機器、システム間の調整･試運転、初期操作指導については、専門性及び特

殊性が高いことから、実績を持ち本システムに習熟している日本人技術者によって行うこと

とする。 

したがって本プロジェクトにおいては、システム全体の取りまとめのために、日本企業が元

請けとなって、現地据付業者を路側機器の据付で活用することで、経済的かつ高品質の据付

工事が可能である。 

(6) 現地輸送業者の活用分野 

本プロジェクトの対象サイトは、OCH 及び SEW の各インターチェンジとその周辺である。

輸送区間は、「日本－コロンボ間」と「コロンボ－対象サイト（9箇所）」に大別できる。「日

本－コロンボ間」については、円滑な手続きおよびスケジュール遵守の信頼性の面から日本

の輸送業者の採用が妥当である。一方、「ス」国内輸送については現地の輸送事情に精通した

現地輸送業者を日本の輸送業者の下で活用することが、工期および品質を確保する上で有効

である。 

3-2-4-2 調達上の留意事項 

本プロジェクトで調達するのは、交通管制システムという複数の機材より構成されるシス

テムである。したがって個々の機材が要求される仕様に合致しているだけでなく、システム

として必要な機能が発揮できるように機材を選択して組み合わせなければならないことに留

意する。 

3-2-4-3 施工区分 

日本側負担範囲として、日本および現地での機材調達、梱包、海上輸送、荷揚港から各サ

イトでの内陸輸送、機材の開梱、搬入、据付・組立、調整・試験および初期操作指導を行う

ものとする。 

「ス」国側負担範囲とされた事項のうち、免税、通関手続き、銀行取極、便宜供与以外の

負担事項は、機材保管スペースの確保、工事期間中の電気水道の供給等である。日本側と「ス」

国側の負担範囲を下表 3-2-9 に示す。 
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表 3-2-9 負担分担 

負担事項 日本国負担 
スリランカ国

負担 

1. 銀行取極め(B/A)、授権書発行(A/P)手続き・手数料  ○ 

2. 免税処置、通関手数料  ○ 

3. 工事監理・検査立会に係る職員の経費  ○ 

4. 機材保管スペースの確保  ○ 

5. 機材本体費 ○  

6. 機材輸送梱包費 ○  

7. 機材搬入・据付・調整・試運転費 ○  

8. 現場敷地内の工事許可  ○ 

9. 据付工事サイトにおける資機材仮置場の提供  ○ 

10. 工事期間中の電気、通信、水道料  ○ 

11. 初期操作指導 ○  

12. 初期操作指導のための関連機関調整  ○ 

 

3-2-4-4 施工監理計画／調達監理計画 

わが国の無償資金協力業務の実施手順に従って、コンサルタントは「ス」国政府実施機関と本

プロジェクトに関わる実施設計、調達・施工監理業務契約を結び、日本国政府外務省の認証を経

て、当該業務を実施する。コンサルタントの業務は概ね以下のとおりである。 

(1) 実施設計業務 

コンサルタントは、本協力準備調査および交換公文（E/N）贈与契約（G/A）に基づき、コ

ンサルタント契約書に示された実施設計を行う。その結果に基づいて事業費積算の精査を行

い、機材調達の入札に必要な図面・技術仕様書を含む入札図書を作成する。 

(2) 入札関連業務 

コンサルタントは入札方法等について「ス」国政府実施機関と打合せ、実施機関の代行と

して入札関連業務を行う。その業務としては次のようなものがある。 

 入札公示 

 入札図書配布 

 入札実施 

 入札評価 

 業者契約交渉および契約締結補助 

(3) 調達監理業務 

コンサルタントは、調達機材が技術仕様書に適合しており、正しく据付けられているかな

どを監理する。 
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機材調達については調達監理技術者が据付等の監理、検収引渡しの監理に所要期間現場に

駐在する。また日本国内においては、機器製作図が出来た段階で機材計画技術者が照査・承

認を行うとともに、機器の出荷前にメーカの工場で機器の試験･検査に立会い、調達機器が規

定した仕様を満足していることを確認する。以下にコンサルタントの調達管理業務内容を

示す。 

 機材製作図書の確認および承認 

 工場検査への立会い 

 請負業者の工程管理・安全管理に対する監理 

 据付、調整、試運転時の立会い 

 受け入れ検査手順書、検査実施計画書の承認 

 初期操作指導に係る施主･機材調達業者間の調整 

 受け入れ検査（ 終検査）への立会いおよび検査完了証明書の発行 

 関係機関への月次報告、完了時報告 

3-2-4-5 品質管理計画 

調達機材の品質管理は、以下の方法によって行う。 

(1) 調達監理段階における監理 

調達監理段階における品質管理は、コンサルタントによる工場検査、サイトに個々の機器

を据え付けた後の検査、および全てのシステムを接続した受入検査において、調達機材やシ

ステムが、要求される技術仕様を満足するかどうかを確認する。これにより、必要な品質の

機材やシステムが調達されることを担保する。 

(2) 入札段階における品質確保の方策 

機材調達の入札段階で、調達機材を製造するメーカーに対して、品質保証に係る資格等の

提出を義務付けることで、メーカーの品質保証体制を確認することとする。 

3-2-4-6 資機材等調達計画 

(1) 資材調達 

コンクリートは「ス」国内の調達とし、これ以外の支柱の鋼材、光ケーブル等については

現地である「ス」国内で生産されていないことから、第三国（インド、マレーシア、中国等）

から輸入した市場流通品から調達する。 

(2) 機材調達 

現地調達製品については、その多くが第三国製品となるため、品質が実績などにより確認

でき、支店や代理店の有無などのサポート体制が確保されている製品を基本に対象とする。

また、第三国製品の調達は、通信システム機器のように、援助国産品はなく、また日本産品

に限定すると製品が限定されてしまい、企業を特定してしまう恐れがあるものを対象とする。
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第三国製品を調達する場合には、実施段階で「ス」国側の要請に基づいて所定の手続きを

行う。 

3-2-4-7 初期操作指導計画 

本プロジェクトで計画している交通管制システムは、RDA 職員にとって初めて導入するシステ

ムであることから、初期操作指導を計画する。但し通信機器については、RDA が既存機器に関し

て保守契約を締結していることから、本プロジェクトで導入する通信機器についても、保守契約

を締結して運用･維持管理することが望ましく、通信機器については、 低限必要な初期操作指導

を行う。 

(1) 指導項目、内容、方法 

交通管制システムに係る初期操作指導は、システムの工事を担当したメーカーの技術者が、

RDA 職員に対して表 3-2-10 の内容、方法で実施する。 

表 3-2-10 交通管制システムに関わる初期操作指導内容 

対象機器 指導内容 指導方法 

 可変情報板 
 交通量計測装置 
 雨量計測機器 

 機器の接続確認、取扱指導 
 管制センター機器と路側機器間での通

信試験方法に係る指導 
 障害発生時対処方法の指導 
 定期点検に係る指導 
 清掃方法に係る指導 
 保守部品、消耗品に係る指導 
 維持管理記録に係る指導 

【対象】各料金事務所の RDA 高速

道路運用維持管理部職員 

【方法】操作マニュアルや様式を

用いて、接続確認、試験確認、

取扱、操作方法の指導を行い、

習熟度確認を行う。 

 センターサーバ 
 データベースサーバ 
 中央処理ソフトウエア 
 中央表示装置 
 サービスエリア交通情

報版 

 機器の接続確認、取扱指導 
 ソフトウエアの機能、画面構成の説明及

び操作メニューに係る指導 
 データ入力方法、生成されるデータに係

る説明及びこれに係る操作指導 
 ソフトウエアの処理条件の説明及びこ

れに係る取扱指導 
 路側機器と管制センターのシステム間

の通信試験方法に係る指導 
 障害発生時対処方法の指導 
 データのバックアップ方法に係る指導 
 ログの解析、管理に係る指導 

【対象】Gelanigama 交通管制セ

ンターの RDA 職員 

【方法】操作マニュアルや様式を

用いて、接続確認、試験確認、

取扱、操作方法の指導を行い、

習熟度確認を行う。 

 ネットワークマネジメ
ントシステム（NMS） 

 通信機器 

 機器の接続確認、取扱指導 
 NMS の機能、画面構成、操作メニューに

係る指導 
 障害検出時の対応、障害機器の切り分け

に係る指導 
 保守契約者に依頼すべき事項 
 ログの解析、管理に係る指導 

【対象】Gelanigama 交通管制セ

ンターの RDA 職員 

【方法】操作マニュアルや様式を

用いて、NMS の機能、障害検出

時の対応に係る指導を行い、

習熟度確認を行う。 

 

(2) 実施計画 

各料金事務所の RDA 高速道路運用維持管理部職員に対する初期操作指導は、それぞれの機

器のメーカーの日本人技術者 1 名で、路側機器(可変情報板、交通量計測装置、雨量計)ごと

に、試運転実施中に合計 2日間ずつ実施する。但し、シフト勤務を行っていることを考慮し、

少なくとも 2回実施する。（1名×2日間×3種類の路側機器×2回実施：合計 12 人日） 
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一方 Gelanigama 交通管制センターの RDA 職員に対する初期操作指導は、ソフトウエアを開発し

たメーカの日本人技術者 1名で、5日間実施する。なお、シフト勤務を行っていることを考慮し、

関係職員全員を対象とすることが出来るよう少なくとも 2回実施する。（1名×5日間×2回実施：

合計 10 人日） 

また、NMS については、NMS を納入したメーカの日本人技術者 1 名により 2 日間実施する。

シフト勤務も考慮し、少なくとも 2回実施する。（1名×2日間×2回実施：合計 4人日） 

3-2-4-8 実施工程 

以下の図 3-2-17 に E/N 以降の概略調達・施工スケジュールを示す。 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

(現地調査）

（国内作業）

(現地調査）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

(現地調査・機器製作図作成）

（機器製造・輸送）

（機器取付・調整）

（総合試験・操作指導・検収引渡し）

実
施
設
計

調
　
達

計　3.5ヶ月

計　10.5ヶ月
 

図 3-2-17 概略調達・施工スケジュール 

 

3-3 相手国分担事業の概要 

本プロジェクトが日本国の無償資金協力案件として実施されるに際して、「ス」国側負担事項に

ついては、3-2-4-3「施工区分」の表のとおりであるが、以下の措置を講ずることが必要である。 

(1) 「ス」国負担手続き 

1) 管路布設に伴うアクセス道路、及び高速道路内における工事許可 

本プロジェクトにおいては、インターチェンジ周辺における管路布設工事や高速道路本線

近傍での可変情報板取り付けのためのガントリー設置工事、OCHの Kaduwela, SEW の Kottawa、

Gelanigama 及び Pinnaduwa のアクセス道路への可変情報板取り付けのための支柱設置工事、

オフランプでの交通量計測装置据付工事を行う。これら工事実施のための掘削許可や工事許

可は、一般道も含めて RDA 管理の道路であるため、RDA から取得する必要がある。工事に際

しては、速やかな手続きの実施が必要となる。 
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2) 通信事業者等との契約 

本プロジェクトでは、以下のサービスに関して通信事業者との契約が必要になる。 

① 一般道に設置する可変情報板へのデータ伝送のための無線サービス契約 

② SMS を全ての携帯電話事業者のユーザに対して送信するための契約 

RDA は既に Web サーバのためのインターネット接続契約を締結済みであるため、これにつ

いては不要であるが、上記は、新たに導入するサービスであるため、必要な契約を、機器据

付工事の接続試験実施前(2014 年 7 月末迄)に締結することが必要である。 

なお、各 IC の料金事務所間を接続する光ファイバケーブルの維持管理契約は、RDA がスリ

ランカテレコムと協議中であるが、本プロジェクトでも現在使用されていないファイバ心線

を使用するため、通信機器設置工事開始迄(2014 年 6 月末迄)に、その維持管理契約が締結さ

れ、何らかの障害発生時に迅速に復旧処理できるようにしておくことが必要である。 

3) ラジオ放送事業者との契約 

本プロジェクトでは、高速道路やアクセス道路の交通情報を、既存ラジオ放送事業者の放

送番組の中で放送することを計画している。これに係るラジオ放送事業者との契約を実際に

運用する前(2014 年 9 月末迄)に締結する必要がある。 

4) 免税手続き 

本プロジェクトの調達契約に基づく資機材の調達および業務遂行のために「ス」国に入国

する日本国民に対する関税、内国税、その他の課徴金について免除する。また、調達される

資機材の通関を速やかに実施し、これら資機材にかかわる税金を免除する。 

免税に関する手続きは、2 通りの方法がある。一つは事前に免税手続きをする方法で、実

施機関である RDA から道路港湾省を通して財務計画省に書面で要請し、許可が下りるという

方法、もう一つは、税金納付後、還付請求する方法である。前者の場合、RDA が要請してか

ら許可が下りるまで凡そ 3ヶ月を要する。 

免税対象となるのは、付加価値税(VAT)、国家推進税(Nation Building Tax: NBT)、輸入関

税、建設業保証基金税(Construction Industry Guarantee Fund Levy)等である。これらの税

は事前に免税手続きする方法の許可が下りるまでの 3ヶ月以降で間に合うもの（輸入関税等）

については、事前の免税手続き方法を取ることが可能であるが、間に合わないものについて

は還付請求する方法によることになる。 

輸入関税に関しては、上記の許可が下りた後、再度実施機関である RDA から貿易関税投資

政策局に対して個別に連絡して免税措置を受けることになる。 

5) 便宜供与 

認証された契約に基づいて提供される役務および同契約に関連して必要となる日本人に対

し、その役務を提供する目的のための「ス」国入国および滞在に必要な措置を保証する。 
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6) 銀行取極、支払い授権書の発給 

日本国内の銀行に「ス」国名義の勘定を開設し、当該現行に対して支払授権書を発給する。

さらに上記の銀行取極に基づき、支払授権書のアドバイス料および支払い手数料などの手数

料を責任をもって支払う。 

 

(2) 「ス」国分担事業 

1) 広報活動 

本無償資金協力で導入される交通管制システムは、高速道路走行中の利用者やこれから高

速道路を利用する人が、可変情報板、インターネット、SMS、ラジオ放送を通して情報を得る

ことが出来るものである。ただ、このことを一般市民はまだ知らないため、テレビやラジオ

等のメディアを通して広く広報することが必要である。そのための費用を予算として確保す

る必要がある。広報は、機器の調整試運転を開始する時期(2014 年 9 月)から 3ヶ月間程度実

施し、その後も定期的に実施することが望ましい。 

2) 配線工事に伴う工事 

各インターチェンジに設置する機器や Gelanigama 交通管制センターに設置する機器への

電源供給に必要な一次側の電源については、本プロジェクト用に増設する必要が無いことを

確認した。万が一不足する場合は、「ス」国側にて速やかに増設等、対応する必要がある。

なお、RDA の既存機器の配線工事に関しては、必要に応じて行う。 

3) 保守契約 

次章で述べるように、本システムのようなコンピュータ・通信システムは、適正な保守を

行い、システムを常に 適な状態に維持することが重要である。保守業務は、システム納入

契約に伴う瑕疵担保とは別であり、別途保守契約を保守業者と結ぶ必要がある。この保守契

約は、機器の定期点検や調整等の作業を含み、本プロジェクトの機材の引渡し時点で有効に

なるように締結することが望ましい。 

実際には、瑕疵担保責任を負うシステム納入業者が保守業務を行うのが、システムの内容

を熟知しており望ましい。いずれにしても、保守契約は、受益国負担となる。 

3-4 プロジェクトの運営･維持管理計画 

3-4-1 運営・維持管理体制 

本プロジェクトで建設される交通情報システムを有効に運営するためには、適切な運用体制を

構築する必要がある。RDA は、SEW の運用・維持管理のために Expressway Operation Maintenance 

& Management Division (EOM&M)を組織している。EOM&M の Traffic Section が、既設のテレビ監

視システム及びコールセンターの運営にあたっている。EOM&M および EOM&M の Traffic Section

の組織を以下の図 3-4-1 及び図 3-4-2 に示す。 
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(EOM&M)

Deputy Director

Chief Engineer
(Maintenance)

Chief Engineer
(Asset Mgmt)

Chief Engineer
(Toll & Traffic)

Accountant
Engineer

(Mechanical)

Engineer
(Traffic)
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Traffic Section Toll Section Electric Section
Computer 
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図 3-4-1 EOM&M 組織図 

 

Chief Engineer
(Toll & Traffic)

Engineer
(Traffic)

Engineer
(Toll)

Engineer
(Elec)

Engineer
(Com)

Traffic Controller 
Superintendent

Assistant Traffic 
Controller 

Superintendent

Head Control 
Room Operator

Control Room 
Operator

Head Traffic 
Controller

Traffic Controller Note: Office aids and drivers are not shown in the diagram
 

図 3-4-2 Traffic Section  

Traffic Sectionの人数としては、Head Officeに２人、Gelanigama管制センターに62人、Badegam 

IC オフィスに 43 人、合計 107 人在籍する。なおこの数字はオフィス補助員や運転手を含む人数

である。 

現状の CCTV モニタリング体制は、近い将来増員されることが計画されており１チーム９名で構

成され、3 チーム、総勢 27 名でシフト勤務を行う予定である。9 名の内訳は以下の表 3-4-1 に示

される通り。 
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表 3-4-1 CCTV モニタリング体制 

業務 人数 

CCTV 運用主任 1 

CCTV 操作員 2 

コールセンター主任 1 

コールセンター操作員 3 

技術員（サーバー） 1 

技術員（電気、主に道路照明） 1 

合計 9 

 

ただし 2012 年 10 月の調査時点では、CCTV 操作員 2名がいないため、7名で運用中であった。 

本プロジェクトで導入される交通情報システムの運用には、CCTV オペレータを各チーム２名か

ら 3 名に増員すること（1 チーム 10 名体制 3 チーム合計 30 名）で対応可能と考える。このため

の要員確保を RDA は計画済みで、予算に反映される見込みである。 

なお、本プロジェクトで導入される交通管制システムは、RDA にとって経験の無いシステムで

ある。そのため、コントラクターによる機器の初期操作指導以外に、交通管制の経験のある専門

家による管制員養成のための技術支援が必要である。 

3-4-2 維持管理方法 

維持管理は、大きく分けて次の四つの業務から成る。 

 予防保守 

 故障修理/事故復旧 

 システム変更 

 保守部品管理 

これらの業務の内容を規定した保守業務マニュアルを作成するものとする。保守業務マニュア

ルの内容としては以下を想定する。 

保守業務マニュアルの内容(案) 

1. 総則 3.4 メンテナンスオフィス 

1.1 一般要求事項 4. 予防保守 

1.2 業務範囲 4.1 点検項目とスケジュール 

1.3 保守業務種別 4.2 チェックリスト 

2. 業務従事者 4.3 ソフトウエア予防保守 

2.1 保守体制 5. 故障修理／事故復旧 

2.2 保守業務主任 5.1 復旧までの時間 

2.3 その他の従事者 5.2 故障部品 

3. 保守設備 5.3 故障／事故報告及び業務指示 

3.1 計測器および道具 6. システム変更 

3.2 保守用車両 7. 保守部品及び消耗品 

3.3 発注者が所有する保守用機器   
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運営・維持管理を担当する予定の EOM&M 職員に対しては、3-2-4-7 に記載した初期操作指導を

機材調達業者が実施することにより、機材引渡し後の運営･維持管理に支障が出ないよう配慮する。 

3-5 プロジェクトの概算事業費 

3-5-1 協力対象事業の概略事業費 

(1) 概略事業費 

（調達業者契約認証まで非公表） 

(2) 積算条件 

① 積算時点 平成 24 年 10 月（積算現地調査終了月） 

② 為替交換レート 1US$ = 80.40 円、1LKR= 0.62 円（上記積算時点） 

③ 施工期間 工事期間は実施工程に示したとおり 

④ その他 本事業は日本国政府無償資金協力の制度に従い実施されるものと

する。 

上記の交換レートは、日本政府により見直されることもある。 

(3) スリランカ国側負担経費 

「ス」国側負担経費は TV 及びラジオでの CM やポスターなどの宣伝広告費を想定し、約 810

万スリランカルピー（500 万円）となる。これは、高速道路利用予定者に本プロジェクトで

導入される交通管制システムについて広報するための費用である。 

3-5-2 運営・維持管理費 

プロジェクトの運営維持管理計画に基づく必要な経費として、各機材の維持管理（定期的な部

品交換、故障発生時の修理の材料費・人件費など）に要する費用は概算で年間 1,060 万円程度（約

17.1 百万ルピー）と見積もられる。この費用は瑕疵担保とは別途発生する費用で、内訳はおよそ

次のとおりである。 

定期点検 150 万円 ： 日本メーカーとの保守契約対応(現地点検作業 1名 2週間) 

消耗品交換 50 万円 ： LED ﾕﾆｯﾄ等現地業者にて対応(年間 2ユニットの LED 交換) 

故障発生時対応 100 万円 ： 落雷被害等への対応(基板、電源装置等) 

運営人件費 70 万円 ： 管制センター追加要員(管制要員 3名の追加人件費) 

電気・通信費等 690 万円 ： 電気代、通信費、センター内消耗品 

一方で、港湾道路省の過去 4 年間の予算は表 3-5-1 に示される通りで、2011 年の支出総計は

131,866 百万ルピーである。そのうち人件費が 66 百万ルピーで全支出総計の 0.05％程度であり、

SEW 開発に 16,076 百万ルピーで全支出総計の 12％程度を占めている。 
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これは2011年度の港湾道路省の年間人件費およびSEW道路開発費の0.1％程度である。よって、

プロジェクトで調達する機材の維持管理費用が RDA にとって、財政的に大きく影響することはな

いと考えられる。 

表 3-5-1 港湾道路省の予算 

（単位：百万ルピー） 

年度 

費目 
2008 2009 2010 2011 

経常支出 113 95 264 178

 人件費 40 34 116 66

  基本給 32 25 83 44

  残業・手当 8 9 33 22

 その他 73 61 148 112

資本的支出 60,953 82,629 109,572 131,688

 高速道路開発 14,930 23,278 36,391 38,387

  SEW 10,310 17,851 16,783 16,076

  CKE 2,850 2,155 10,130 11,375

  OCH 1,719 3,235 9,365 10,725

 一般道開発 16,611 19,728 20,132 42,734

 一般道拡幅改修 6,040 5,449 6,532 6,785

 橋梁・跨道橋建設 7,288 16,392 3,882 2,503

 津波災害道路改修 7,948 10,315 9,266 5,684

 補助金 4,401 4,429 5,096 5,573

 地方道開発 3,720 2,987 3,000 3,640

 その他 15 51 106 16

 港湾開発 － － 25,147 26,366

全支出総計 61,066 82,725 109,836 131,866

財源 66,066 82,725 109,836 131,866

国内 31,803 31,657 39,176 42,910

外国 29,263 51,068 70,660 88,956

注：予算年度は 1月から 12 月まで。2009 年度までは道路省で、2010 年度より港湾道路省となる。 

出典：港湾道路省予算書(数値の一部に不整合有り) 
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第 4 章 プロジェクトの評価 

4-1 事業実施のための前提条件 

本無償資金協力対象事業が実施されるためには、以下の事項が「ス」国側によって遅滞なく実

施されることが必要である。 

(1) 工事許可取得 

プロジェクト対象区間である OCH および SEW における工事許可や必要な手続きを道路管理

者である RDA の担当部署より得ること。 

(2) 免税措置 

日本から調達される資機材に課せられる関税やその他「ス」国内で課せられる諸税に充当

する予算を準備すること。 

(3) 環境社会配慮 

「ス」国は自国で適用される環境社会法令や規制に準ずる対応をすること。 

4-2 プロジェクト全体計画達成のための必要な相手方投入（負担）事項 

本プロジェクトの効果が発現・持続するために「ス」国側によって実施されるべき事項として

は、以下のような項目が考えられる。 

(1) 交通管制要員 

24時間体制の中で所定の技量を持った交通管制要員による3チーム2交代の組織を編成し、

無償資金協力で調達された機材／機器を用いて交通管制業務が行われること。 

(2) 電力供給 

プロジェクトで調達する路側および管制センターに設置される機材の運用に必要な電力が

供給されること。 

(3) 機材設置スペースの確保 

プロジェクトで調達される管制センター用機材の設置に必要なスペースが、Gelanigama 交

通管制センター内に確保されること。 

(4) 機材の維持管理 

プロジェクトで調達された機材／機器の運用維持管理に必要な予算が毎年継続的に計上さ

れること。 
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(5) 通信・放送関連会社との契約 

通信会社や放送会社と契約して、道路利用者への情報提供が効果的に行われること。 

(6) マスメディアの有効利用 

プロジェクト通じて高速道路の必要性や効果性を発揮するために、プロジェクトの早期段

階からマスメディアを利用して広告や宣伝が行われること。 

4-3 外部条件 

プロジェクトの効果が発現・持続されるために必要な外部条件としては、以下のような項目が

考えられる。 

(1) 交通管制要員の育成 

プロジェクトの完了後に交通管制の専門家を日本から招き、本プロジェクトで調達した機

材／機器を用いて、一定期間の中で交通管制技術の指導教育が行われ、管制要員が継続的に

育成されることにより、交通管制のサービスが向上し、高速道路利用者に的確な情報が提供

される。 

(2) 統一した交通管制サービスの提供 

建設実施中及び計画中の高速道路において、将来的に統一された交通情報を提供すること

が高速道路利用者に混乱を与えないこととなる。このため、無償資金協力で機材／機器を設

置した区間と接続する他の区間の情報提供のサービスレベルが合致するように、高速道路網

全体として交通管制機材／機器の整備を実施して行くことが望ましい。 

(3) 機材の増強 

対象区間の交通量が増加し、監視すべき事象が大幅に増加した場合は、監視カメラなど路

側機材の設置箇所を増やし、必要な監視が十分に行われるように、機材／機器・システムの

拡充・整備を続けて行く必要がある。 

4-4 プロジェクトの評価 

4-4-1 妥当性 

(1) プロジェクトの裨益対象 

本プロジェクトの直接受益者は、対象区間の通過車両（7,000 台／日）とその利用者であ

る。また、間接受益者は西部州及び南部州住民 502 万人である。 

(2) プロジェクトの目標 

本プロジェクトの目標は、高速道路上での異常事象の発生に伴う道路閉鎖や渋滞による影

響を最小限に抑えるために、いち早く高速道路上の情報収集を行い、高速道路利用者やアク
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セス道路利用者へ的確な情報を提供する交通管制システムを高速道路及びアクセス道路の一

部に導入することであり、交通事故の減少化や交通の円滑化に寄与すると共に地域住民の生

活改善や経済発展に貢献する。 

(3) 相手国の道路ネットワーク開発計画との整合性 

「ス」国政府が 2010 年に策定した「Vision for the Future」では、道路ネットワークの

開発や輸送システムの整備の遅れが、国家統合の機会を妨げ、政治不安定をもたらす課題と

されてきた。この策定は、2010 年から 2020 年までの間に最新の手法で道路ネットワーク全

体を改善することによって、モビリティとアクセスの利便性を向上させ、また旅行時間の短

縮と運用コストの低減を実現させ、さらには将来の経済発展に大きく寄与することとして

いる。 

本プロジェクトはこれらの計画や戦略に沿っており、国家の上位計画とも整合した内容の

プロジェクトである。 

(4) 我が国の援助政策・方針との整合性 

本プロジェクトで調達する交通管制システムは日本が有する高度な技術に基づくものであ

り、アジア諸国に対するインフラ整備支援を推進して、パッケージ型インフラ整備の一環と

して日本の優れた技術・経験を活用するという、我が国のアジア経済戦略にも合致するもの

である。 

4-4-2 有効性 

(1) 定量的効果 

以下の表 4-4-1 に本プロジェクトの実施により期待される効果の定量的評価指標を示す。 

表 4-4-1 定量的効果 

成果指標 現状の数値（2012 年） 目標値＊２（2017 年） 

事象発生時の情報提供まで

の所要時間 
30 分程度(最大＊１) 5 分程度 

＊１ 事象発生を把握してから、標識車が車両待機基地から所定の場所に急行し、情報提供を開始

するまでに要する最大時間（基地から最も遠い場所） 
＊２ 事業完成 3年後 

(2) 定性的効果 

① 本プロジェクトで我が国の先進的な技術を用いた ITS 機材を導入することにより、同

国において建設中の他の高速道路への ITS 導入が推進される。 

② 渋滞情報を提供することにより経路選択が可能となり、また到着予想時間が概ね把握

できるなど、高速道路の利便性が向上する。 

③ 渋滞／落下物／気象等の情報を事前に提供することにより、高速道路走行時の安全性

が向上する。 

以上の内容により、本案件の妥当性は高く、また有効性が見込まれると判断される。 



資   料 
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1. 調査団員氏名、所属 

1) 現地調査（平成 24 年 9 月 2 日～9 月 11 日、9 月 20 日～11 月 2 日） 

No. 氏 名 担 当 所  属 

1 垣下 禎裕 総括 JICA 経済基盤開発部 

2 福沢 大輔 道路 ITS JICA 資金協力支援部 実施監理第一課

3 間宮 圭 計画管理 JICA 経済基盤開発部  

運輸交通･情報通信第三課 

4 今野 啓悟 業務主任／交通計画 株式会社オリエンタルコンサルタンツ 

5 松岡 誠也 ITS システム設計 株式会社オリエンタルコンサルタンツ 

6 伊藤 孝祥 ITS 機材設計 株式会社オリエンタルコンサルタンツ 

7 栗田 博昭 通信設備設計 株式会社オリエンタルコンサルタンツ 

8 山田 純司 電気設備設計 株式会社オリエンタルコンサルタンツ 

9 北山 迪也 道路附帯施設設計／施工計画 東日本高速道路株式会社 

10 金沢 敏徳 調達事情／積算 株式会社オリエンタルコンサルタンツ 

11 松澤 和人 

（自社負担） 

業務支援 東日本高速道路株式会社 

 

 

2) 報告書(案)説明（平成 24 年 12 月 11 日～12 月 22 日） 

No. 氏 名 担 当 所  属 

1 垣下 禎裕 総括 JICA 経済基盤開発部 

2 福沢 大輔 計画管理 JICA 資金協力支援部 実施監理第一課

3 今野 啓悟 業務主任／交通計画 株式会社オリエンタルコンサルタンツ 

4 松岡 誠也 ITS システム設計 株式会社オリエンタルコンサルタンツ 
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2. 調査行程 

1) 現地調査 

官団員
業務主任／
交通計画

ITS
システム設計

通信設備設計
ITS

機材設計
電気設備設計

道路附帯
施設設計／
施工計画

調達事情／
積算

垣下　禎裕
福沢　大輔
間宮　圭

今野　啓悟 松岡　誠也 栗田　博昭 伊藤　孝祥 山田　純司 北山　迪也 金沢　敏徳

- 9月2日 日
移動

(成田→コロンボ）

- 9月3日 月 JICA協議、現地調査

- 9月4日 火
道路港湾省、道路開発庁等
関係機関との協議、資料作

成

- 9月5日 水
要請内容についての協議、

ミニッツ事前協議

- 9月6日 木
道路港湾省、道路開発庁等
関係機関との協議、資料作

成

9月7日 金 同上

9月8日 土 資料作成、現地調査

9月9日 日 同上

9月10日 月 ミニッツ協議・著名

9月11日 火
移動

(コロンボ→成田)
9月12日 水
9月13日 木
9月14日 金
9月15日 土
9月16日 日
9月17日 月
9月18日 火
9月19日 水

1 9月20日 木

2 9月21日 金

3 9月22日 土

4 9月23日 日

5 9月24日 月

6 9月25日 火

7 9月26日 水

8 9月27日 木

9 9月28日 金

10 9月29日 土 左記に同じ
移動

(コロンボ→成田)

11 9月30日 日 左記に同じ
移動

(コロンボ→成田)
資料整理

12 10月1日 月
移動

(成田→コロンボ）
現地調査 現地調査

13 10月2日 火
調達事情調査（関連法規、
施工能力、資機材調達事情

等）

14 10月3日 水 同上

15 10月4日 木 同上

16 10月5日 金 同上

17 10月6日 土
資料整理/団内打合せ/サイ

ト調査

18 10月7日 日 資料整理

19 10月8日 月
調達事情及び施工・据付に

関する補足調査

20 10月9日 火 同上

21 10月10日 水 同上

22 10月11日 木 同上

23 10月12日 金 同上

24 10月13日 土
資料整理/団内打合せ/サイ

ト調査

25 10月14日 日 資料整理

26 10月15日 月 補足調査

27 10月16日 火 同上

28 10月17日 水 同上

29 10月18日 木 同上

30 10月19日 金
計画最終確認協議
（道路開発庁）、

JICAへの報告

移動
(コロンボ→成田)

計画最終確認協議
（道路開発庁）、

JICAへの報告

31 10月20日 土
資料整理/団内打合せ/サイ

ト調査
資料整理/団内打合せ/サイ

ト調査

32 10月21日 日 資料整理 資料整理

33 10月22日 月
移動

(コロンボ→成田)
現地調査

移動
(コロンボ→成田)

移動
(コロンボ→成田)

34 10月23日 火 同上

35 10月24日 水 同上

36 10月25日 木 データ解析

37 10月26日 金 同上

38 10月27日 土 資料整理

39 10月28日 日 同上

40 10月29日 月 データ解析

41 10月30日 火 同上

42 10月31日 水 補足調査

43 11月1日 木 同上

44 11月2日 金
移動

(コロンボ→成田)

月日 曜日日順

同上

システム構成の検討

同上

データ整理

道路港湾省、道路開発庁、技術協力プロジェクトイン
タビュー

要請された道路交通情報提供システム導入の必要性・
妥当性検証

資料整理/団内打合せ/サイト調査

資料整理

同上

団内会議、現地調査

同上

同上

資料整理/団内打合せ/サイト調査

資料整理

移動
(成田→コロンボ）

道路港湾省、道路開発庁、JICAへの表敬訪問

同上

現地調査

移動
(成田→コロンボ）

道路港湾省、道路開発庁、JICAへの表敬訪問

資料整理/団内打合せ/サイト調査

計画最終確認協議
（道路開発庁）、

JICAへの報告

資料整理/団内打合せ/サイト調査

資料整理

システム構成の検討

補足調査

データ解析

同上

資料整理/団内打合せ/サイト調査

資料整理

団内会議、現地調査

データ整理

道路港湾省、道路開発庁、技術協力プロジェクトインタビュー

要請された道路交通情報提供システム導入の必要性・妥当性検証

同上

同上

現地調査

同上

現地調査

同上

同上

同上

現地調査

業務方針に関する協議、確認

道路開発庁の調査
（組織・予算・スキル）

同上
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2) 報告書(案)説明 

業務主任／交通計画 ITSシステム設計

垣下　禎裕 福沢　大輔 今野　啓悟 松岡　誠也

1 12月11日 Tue 移動（成田→コロンボ）

2 12月12日 Wed
JICA協議

道路開発庁 プレキックオフ

ミーティング

3 12月13日 Thu 道路開発庁 報告書案説明

4 12月14日 Fri 道路開発庁 報告書案説明

5 12月15日 Sat 移動　（成田発） 南部高速道路視察 移動（成田→コロンボ）

6 12月16日 Sun 移動（成田→コロンボ）
進捗報告

(コロンボ着） 進捗報告 進捗報告

7 12月17日 Mon
JICA協議

道路港湾省表敬

財務計画省表敬

JICA協議

道路港湾省表敬

財務計画省表敬

JICA協議

道路港湾省表敬

財務計画省表敬

JICA協議

道路港湾省表敬

財務計画省表敬

8 12月18日 Tue
道路開発庁 キックオフミーティング

アジア開発銀行 情報収集

(A4アクセス道路計画）

道路開発庁 キックオフミーティング

アジア開発銀行 情報収集

(A4アクセス道路計画）

道路開発庁 キックオフミーティング

アジア開発銀行 情報収集

(A4アクセス道路計画）

道路開発庁 キックオフミーティング

アジア開発銀行 情報収集

(A4アクセス道路計画）

9 12月19日 Wed 道路開発庁 協議 道路開発庁 協議 道路開発庁 協議 道路開発庁 協議

10 12月20日 Thu ミニッツ協議、署名 ミニッツ協議、署名 ミニッツ協議、署名
ミニッツ協議、署名

コロンボ発

11 12月21日 Fri JICA報告

コロンボ発

JICA報告

コロンボ発

JICA報告

コロンボ発
成田着

12 12月22日 Sat 成田着 成田着 成田着

日順 月日 曜日
官団員
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3. 関係者（面会者）リスト 

道路港湾省 (Ministry of Ports and Highways of Sri Lanka) 

Mr. R.W. Ranjith Pemasiri Secretary 
  

財務計画省 (Ministry of Finance and Planning) 

Mr. Mapa Pathirana Director General, Department of External Resources 
Ms. D. L. U. Peiris Director, Department of External Resources 
Ms. Menaka Programme Officer, Department of External Resources 
  

道路開発庁 (Road Development Authority) 

Mr. W. A. S. Weerasinghe Director General 
Mr H. M. K. G. G. Bandara Director, Planning Division 
Mr. B. V. D. N. Chandrasiri Project Director (Southern Transport Development 

Project) 
Ms. Fernando Namalie Deputy Director, Planning Division 
Mr. R. A. Sndath Deputy Director, Planning Division 
Mr. D. N. Siyambalapitiya Deputy Director, Planning Division 
Mr T. K. Ranatunge Director of EOM&M (Expressway Operation, 

Maintenance & Management Division) 
Mr. R. A. D. Kahatapitiya Act. Dy. Director, EOM&M 
Mr. Udila Shalitha Officer 
Mr. M. P. K. L. Ceunereli Project Director, CKE 
Mr. Hasintha Dhanapala Tolling (User Fee) Engineer 
Mr. L. K. N. Lilinikumar Electric Engineer 
  

アジア開発銀行  
Mr. Chen Chen Transport Specialist, Transport and Communication 

Division, South Asia Department   
Ms. Sharon Zhao Social Development Specialist, Transport and 

Communication Division, South Asia Department 
Mr. Aruna Nanayakkara Transport Specialist, Sri Lanka Resident Mission 
  

気象局  
Mr. S. H. Kaliyawasam Director General 
Mr. D. A. Jayasinghearachchi Deputy Director 
  

JICA スリランカ事務所 

阿部 裕之 氏 Senior Representative 

安達 裕章 氏 Representative 
Ms. Namal Ralapanalue Project Specialist 
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4. 討議議事録 

1) Minutes of Discussions：9 月 10 日 
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2) Minutes of Discussions：12 月 21 日 
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5. Technical Note：10 月 18 日 
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6. 交通量 

2020 2025(2027)
South

Direction
North

Direction 2-way 2-way 2-way

Kadawatha IN 8,600 11,400
OUT 15,700 21,200

Kadawatha - Kaduwela North Total 28,500 33,800
Kaduwela North IN 100 100

OUT 2,500 3,700
Kaduwela North - Kaduwela SouthTotal 48,400 53,800
Kaduwela South IN 2,100 2,400

OUT 2,300 3,000
Kaduwela South - Kottawa Total 48,400 53,800
Kottawa IN 3,031 － 3,200 11,000

OUT － 3,047 8,600 20,500
Kottawa - Kahatuduwa Total 3,031 3,047 6,078 33,521 39,580
Kahatuduwa IN 327 120

OUT 123 296
Kahatuduwa - Gelanigama Total 3,235 3,223 6,458 37,815 44,616
Gelanigama IN 521 537

OUT 519 480
Gelanigama - Dodangoda Total 3,236 3,166 6,402 26,430 31,202
Dodangoda IN 160 504

OUT 476 161
Dodangoda - Welipena Total 2,920 2,822 5,742 12,245 14,427
Welipenna IN 107 298

OUT 333 113
Welipena - Kurundughahetekuma Total 2,694 2,637 5,331 10,386 12,246
Kurundugahahetekma IN 166 495

OUT 480 164
Kurundugahahetekma - Baddegama Total 2,380 2,306 4,686 Not availabe Not available

Baddegama IN 31 254
OUT 267 40

Baddegama - Pinnaduwa Total 2,145 2,091 4,236 Not availabe Not available

Pinnaduwa IN － 2,091
OUT 2,145 －

Note: The forecasted traffic volume for OCH is 2020 and 2027, and for Southern Expressway is 2020 and 2025 respectively.

Existing and Forecasted Fraffic Volume of OCH and Southern Expressway (Daily Traffic Volume)
2012 (Existing Condition)

CategoryExpressway Section or IC
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7. 参考資料－図面集 
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